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使 徒 信 条  
キリストの使徒たちが伝えたこと（1） 

「イントロダクション（1）」 

 

― 使徒信条 ― 

我は天地の造り主、全能の父なる神を信ず。  

我はその独り子、我らの主、イエス・キリストを信ず。  

主は聖霊によりてやどり、処女マリヤより生れ、ポンテオ・ピラトのもとに苦しみを受け、十字

架につけられ、死にて葬られ、陰府にくだり、三日目に死人のうちよりよみがえり、天に昇り、

全能の父（ちち）なる神の右に座したまえり。かしこより来たりて生ける者と死にたる者とを審

きたまわん。  

我は聖霊を信ず。  

聖なる公同の教会、聖徒の交わり、罪の赦し、身体のよみがえり、永遠の生命を信ず。  

アーメン。 

 

1．はじめに 

（1）クリスチャンにはよく知られた信条である。 

①ある教会では、毎週の礼拝で使徒信条の斉唱がある。 

 

（2）しかし、実際のところは、あまり知られていない信条でもある。 

①信条とは何か。 

②使徒信条はどのようにして生まれたのか。 

③その目的は何か。 

④その内容はどういうものか。 

 

（3）使徒信条の内容 

①三位一体論を土台とした信仰告白である。 

②キリスト論が一番強調されている。 

 

（4）使徒信条について連続メッセージを語る理由は何か。 

①異端やカルトに騙されないために。 

②新しい教えの風に揺り動かされることのないように。  
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2．アウトライン 

（1）使徒信条の歴史 

（2）使徒信条が必要とされた理由 

（3）「信ず」という言葉について 

3．結論：伝統の重要性 

 

 

このメッセージは、使徒信条を通して自らの信仰の確認をしようとするものである。 

 

Ⅰ．使徒信条の歴史 

1．はじめに：信条とは何か。 

（1）キリスト教の教義の要点を、簡潔に述べた声明（定式）のことである。 

（2）最も有名なものは、使徒信条とニケア信条（紀元 4 世紀）である。 

2．使徒信条は、最古の信条である。 

（1）短い形のものは、古ローマ信条と呼ばれる（紀元 140 年頃まで遡る）。 

（2）現在の形のものは、紀元 8 世紀まで遡ることができる。 

①西方教会（カトリック教会、聖公会、プロテスタント）はこれを採用している。 

②東方教会（正教会、東方諸教会）は、内容は否定していないが、信条としては受け入

れていない。 

3．使徒信条は、使徒たちの作品ではない。 

（1）しかし、使徒たちの教えが要約されているので、使徒信条と呼んでもよい。 

 

 

 

Ⅱ．使徒信条が必要とされた理由 

1．洗礼式のために 

（1）洗礼のための「信仰告白」として定型のものが必要とされた。 

①初代教会時代、洗礼が重視された。 

②その後（3～4 世紀）、受洗希望者は受難週に信仰の基本について学び、イースターに

洗礼を受けた。 
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（2）受洗の際の 3 つの質問（3 世紀）（Apostolic Tradition by Hippolytus of Rome） 

①あなたは、全能の父なる神を信じるか。 

②あなたは、私たちの救い主、イエス・キリストを信じるか。 

③あなたは、聖霊と、聖なる教会と、罪の赦しを信じるか。 

 

（3）この 3 つの質問が、やがて拡大して信仰告白の形に発展した。 

①使徒信条は、「洗礼信条」から発展したものである。 

②使徒信条は、ラテン語で「Symbolum Apostolicum」という。 

③「Symbolum」は、キリスト者を不信者から区別する象徴である。 

 

2．異端との戦いのために 

（1）2 世紀に入ると、グノーシス主義との戦いが激しくなった。 

①1 世紀に誕生した宗教・思想で、地中海世界に広がった。 

②その特徴は、物質と霊の二元論である。 

③グノーシスとは、ギリシア語で知識を意味する。 

④隠された知識を得ることで、自己の本質と真の神についての認識に到達すると教える。 

⑤グノーシスとの論争は、救済論に関係したものである。 

 

（2）リヨンのエイレナイオスの功績（約 130～200 年） 

①独創的な教えに対して、「使徒たちの伝統」という概念を武器に戦った。 

②彼は、「その解釈は、使徒たちの教えと調和しているか」と問うた。 

③この論理によって、使徒たちの信仰が一貫性をもって次世代に継承された。 

3．使徒信条と聖書の関係 

（1）使徒信条は、聖書と同格ではない。 

①聖書を解釈するための、しもべとしての役割を演じる。 

 

 

 

Ⅲ．「信ず」という言葉について 

1．日常用語としての「信ず（信じる）」の意味 

（1）100％証明はできないが、それが事実（正しいこと）だと受け取っている。 

（2）「（あると）思い込む」（類語辞典） 
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2．合理主義の主張 

（1）「証明できないものは信じない」 

（2）マイケル・ポラニー（Michael Polanyi、1891～1976 年）の貢献 

①ハンガリー出身の科学哲学者 

②自然科学の研究法の背後には、証明不可能な前提（信仰）が存在している。 

 

（3）現在では、「有神論も無神論も証明不可能である」との認識が一般的である。 

①神が存在することは、証明できない。 

②神が存在しないことも、証明できない。 

3．クリスチャンによる神の存在証明 

（1）存在論的証明 

神は存在する。なぜなら、人類はどの文化圏にあっても、普遍的に神の存在を信じてい

る。人類は、自分が責任を負うべき『存在』を求めている。これは、「アプリオリ（先

験的）議論」とも呼ばれる。 

 

（2）宇宙論的証明 

神は存在する。なぜなら、宇宙には因果関係の法則が働いている。神という「原因」が

存在しないなら、「宇宙」という結果は存在し得ない。宇宙の複雑さを考える時、これ

が偶然の産物とは思えない。 

 

（3）目的論的証明 

神は存在する。なぜなら、すべての形あるものの背後には設計者の存在がある。宇宙は

複雑でありながら、秩序正しく運行している。この事実は、宇宙を設計した神が存在す

ることと、その神が無限の知恵と力を持っていることを証明している。 

 

（4）人間論的証明 

神は存在する。なぜなら、人間の存在は、神の創造の御業を抜きにしては説明できな

いからである。人間には、知（考える力）、情（感じる力）、意（道徳的選択をする力）

が備わっている。この事実は、人間を創造した神が同様の性質を保持し、しかも人間

よりも偉大な存在であることを証明している。 

4．以上のことは、厳密な意味で神の存在証明にはなっていない。 

（1）神の存在を暗示している証拠ではある。 

（2）別の理由ですでにクリスチャンになった者が、自分の信仰を論理的に理解しようと試み
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た結果である。 

（3）「神学とは、信仰を論理化する試みである」 

（4）「信仰とは、非理性的なものではなく、超理性的なものである」 

5．キリスト教における信仰とは何か。 

（1）信仰とは、単なる知的承認ではない。 

「あなたは、神はおひとりだと信じています。りっぱなことです。ですが、悪霊どもも

そう信じて、身震いしています」（ヤコ 2：19） 

 

（2）信仰とは、個人的な信頼のことである。 

「信仰は望んでいる事がらを保証し、目に見えないものを確信させるものです」（ヘブ

11：1） 

「信仰によって、ノアは、まだ見ていない事がらについて神から警告を受けたとき、恐

れかしこんで、その家族の救いのために箱舟を造り、その箱舟によって、世の罪を定め、

信仰による義を相続する者となりました」（ヘブ 11：7） 

「信仰によって、アブラハムは、相続財産として受け取るべき地に出て行けとの召しを

受けたとき、これに従い、どこに行くのかを知らないで、出て行きました」（ヘブ 11：

8） 

 

（3）信仰とは、信じる対象としての神が存在することである。 

「信仰がなくては、神に喜ばれることはできません。神に近づく者は、神がおられるこ

とと、神を求める者には報いてくださる方であることとを、信じなければならないので

す」（ヘブ 11：6） 

 

（4）信仰とは、神が与えてくださった良き約束に信頼することである。 

 

（5）信仰の有効性は、その人の熱心さによってではなく、信じる対象によって決まる。 

①いくら熱心でも、信仰の対象が間違っていれば、その信仰は有効とは言えない。 

②いくら弱い信仰であっても、信仰の対象が正しければ、その信仰は有効である。 
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結 論：伝統の重要性 

1．悪い伝統 

（1）イエスは、口伝律法を否定された。 

 

2．良い伝統 

（1）初代教会の姿 

「そして、彼らは使徒たちの教えを堅く守り、交わりをし、パンを裂き、祈りをしてい

た」（使 2：42） 

 

（2）パウロの時代に、すでに「使徒たちから出た伝統」が存在していた。 

「兄弟たち。私は今、あなたがたに福音を知らせましょう。これは、私があなたがたに

宣べ伝えたもので、あなたがたが受け入れ、また、それによって立っている福音です。

また、もしあなたがたがよく考えもしないで信じたのでないなら、私の宣べ伝えたこの

福音のことばをしっかりと保っていれば、この福音によって救われるのです。私があな

たがたに最もたいせつなこととして伝えたのは、私も受けたことであって、次のことで

す。キリストは、聖書の示すとおりに、私たちの罪のために死なれたこと、また、葬ら

れたこと、また、聖書の示すとおりに、三日目によみがえられたこと、」（1 コリ 15：1

～4） 

 

（3）牧会書簡にある命令 

「そして、あなたにゆだねられた良いものを、私たちのうちに宿る聖霊によって、守り

なさい」（2 テモ 1：14） 

「多くの証人の前で私から聞いたことを、他の人にも教える力のある忠実な人たちにゆ

だねなさい」（2 テモ 2：2） 

 

（4）独創的な教えが次々に出て来る時代にあって、「使徒たちの教え」を確認することは、

非常に重要である。 

 
 

【例話】KK さん（詳細不明） 

「私は日本統一教会に所属していました。統一教会は聖書を入門書として学びながら、聖

書の魅力を最大限活用しつつ、間違った聖書解釈を織り交ぜて、文鮮明が再臨主であると

いう思想に繋げて行くノウハウを確立しています。その間違った信仰に対抗出来るのは、
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正しい聖書解釈による矯正だと思い続けていました。私は、ハーベスト・タイムの中川牧

師さんが行っている聖書を１章づつ解説し、時代背景とともに理解して行くこの方法こそ、

最大の対抗と正しい聖書理解に通じるものと確信します。これからのお働きをますます期

待いたします」 
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【MEMO】 
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使 徒 信 条  
キリストの使徒たちが伝えたこと（2） 

「イントロダクション（2）」 

 

― 使徒信条 ― 

我は天地の造り主、全能の父なる神を信ず。  

我はその独り子、我らの主、イエス・キリストを信ず。  

主は聖霊によりてやどり、処女マリヤより生れ、ポンテオ・ピラトのもとに苦しみを受け、十字

架につけられ、死にて葬られ、陰府にくだり、三日目に死人のうちよりよみがえり、天に昇り、

全能の父（ちち）なる神の右に座したまえり。かしこより来たりて生ける者と死にたる者とを審

きたまわん。  

我は聖霊を信ず。  

聖なる公同の教会、聖徒の交わり、罪の赦し、身体のよみがえり、永遠の生命を信ず。  

アーメン。 

1．はじめに 

（1）使徒信条の内容 

①三位一体論を土台とした信仰告白である。 

②キリスト論が一番強調されている。 

 

（2）使徒信条の歴史 

①短い形のものは、古ローマ信条と呼ばれる（紀元 140 年頃まで遡る）。 

②現在の形のものは、紀元 8 世紀まで遡ることができる。 

③使徒信条は、使徒たちの作品ではないが、使徒たちの教えが要約されているので、使

徒信条と呼んでもよい。 

 

（3）使徒信条が必要とされた理由 

①洗礼式のために 

②異端との戦いのために 

＊2 世紀に入ると、グノーシス主義との戦いが激しくなった。 

＊グノーシスとの論争は、救済論に関係したものである。 

 

（4）「信ず」という言葉について 

①信仰とは、単なる知的承認ではない。 
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②信仰とは、個人的な信頼のことである。 

③信仰とは、信じる対象としての神が存在することである。 

④信仰とは、神が与えてくださった良き約束に信頼することである。 

⑤信仰の有効性は、その人の熱心さによってではなく、信じる対象によって決まる。 

 

（5）信じることに関する疑問 

（例話）「神なんかいるはずがない」と飛行機の中で叫んだ男性の話 

（例話）「神がいるなら、なぜ〇〇があるのか」という疑問 

①悪や苦難の存在と、天地を創造した愛なる神の存在とは、調和するのか。 

2．アウトライン 

（1）人間の自由意志 

（2）人間の成長の可能性 

（3）人間とともに苦しまれる神 

3．結論 

（1）信仰者の応答（詩 131） 

 

 

このメッセージは、苦難の意味について考えようとするものである。 

 

Ⅰ．人間の自由意志 

1．創世記 1～3 章の学びで出て来る質問 

①神はなぜ人間を、罪を犯さないように造らなかったのか。 

②もしそうしていたなら、人間はロボットのようになっていたであろう。 

③罪を犯す可能性のないロボット型人間と、罪を犯す可能性のある自由意志を持った人

間と、どちらが優れているか。 

2．人間が人間であるために必要な条件 

①自由に自らの選択ができる能力を持っていること。 

②自由意志を否定したなら、人間が人間ではなくなる。 

③人間性を否定した制度や組織が存在する。 

＊奴隷制 

＊全体主義国家 
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＊カルト集団（宗教団体だけでなく、政治カルト、経済カルトなどもある） 

④英語で「責任」「責務」を、「responsibility」という。 

＊これは、「応答できる能力」という意味である。 

＊人間には、神の命令に応答する能力が与えられた。 

3．自由意志の危険性 

①人間は自由意志のゆえに、神に従うことも、神に反抗することもできた。 

②神への反抗は、悲惨な結果をもたらす。 

③それでも、自由意志を持った人間の方がロボット型人間よりもすぐれている。 

4．最初の人アダムの失敗 

（1）アダムは、自由意志を用いて、神の命令に反抗することを選んだ。 

「そういうわけで、ちょうどひとりの人によって罪が世界に入り、罪によって死が入り、

こうして死が全人類に広がったのと同様に、──それというのも全人類が罪を犯したか

らです」（ロマ 5：12） 

 

（2）アダムは人類の代表として行動している。 

①アダムの失敗によって、罪が世界に入った。 

②罪によって死が入った。 

③罪が全人類に広がった。 

④全人類は、アダムにあって罪を犯した。 

（例話）外務大臣がサインした条約は、全国民に影響を及ぼす。 

5．結論 

①悪の存在は、自由意志の誤用から来るものである。 

＊死の問題 

＊天変地異の問題（地は呪われている） 

②それでも、自由意志を持った人間の方が、ロボット型人間よりもすぐれている。 

 

 

 

Ⅱ．人間の成長の可能性 

1．人間は、成長の可能性のあるものとして造られた。 

（1）アダムに対する神の意図（創 2：16～17） 



Ⅱ．人間の成長の可能性 

12 

「主なる神は人に命じて言われた。『園のすべての木から取って食べなさい。ただし、

善悪の知識の木からは、決して食べてはならない。食べると必ず死んでしまう』」 

①悪を避け、善を選ぶことを通して、アダムを成長させようとした。 

②善と悪がともに存在する世界での生活を通して、成長が可能となる。 

 

（2）アダムの行為 

①彼は、悪を体験することによって、善悪の知識を得てしまった。 

②彼自身が、悪の一部になったのである。 

2．神は、人間を成長させるために、苦難をお用いになる。 

（1）東日本大震災以降、日本は変わった。「震災前」と「震災後」。 

①第 2 の敗戦とも言える（物質主義、成功哲学、エネルギー政策）。 

②多くの人たちが、神がいるならなぜ、という疑問を抱くようになった。 

③クリスチャンも例外ではない。信仰が揺さぶられている。 

 

（2）西洋のキリスト教（物質主義的、成功志向のキリスト教）の盲点 

①「苦難」の意味の喪失 

②「苦難」は神の計画の一部である。 

③私たちの品性を練り、完成へと導く。 

④試練の中での霊的覚醒（目覚め） 

＊使徒行伝の伝道の拡大 

＊共産圏での霊的覚醒（目覚め） 

 

（3）苦しみの意味 

「苦しみに会う前には、私はあやまちを犯しました。しかし今は、あなたのことばを守

ります」（詩 119：67） 

①苦しみの体験は、作者の信仰を成長させた。 

「苦しみに会ったことは、私にとってしあわせでした。私はそれであなたのおきてを学

びました」（詩 119：71） 

①イスラエルは、バビロン捕囚によって偶像礼拝から解放された。 

②各人が、苦難を通して、より深く神の教えの意味を理解するようになる。 

 

3．クリスチャンは、苦難を通して成長していく。 

（1）高齢化と死は、クリスチャンにとっても現実的な課題である。 
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（例話）飛行機の中で、ラスベガスに行く人に出会った。 

①年老いたクリスチャンの姿は、完成形を予想されるものである。 

「ですから、私たちは勇気を失いません。たとい私たちの外なる人は衰えても、内なる

人は日々新たにされています。今の時の軽い患難は、私たちのうちに働いて、測り知れ

ない、重い永遠の栄光をもたらすからです。私たちは、見えるものにではなく、見えな

いものにこそ目を留めます。見えるものは一時的であり、見えないものはいつまでも続

くからです」（2 コリ 4：16～18） 

②今の患難は、軽いものである。 

③将来与えられる栄光は、計り知れないほど重く、永遠のものである。 

 

 

 

Ⅲ．人間とともに苦しまれる神 

1．2 つの誤解 

①苦難のない人生が一番いい人生である。 

②人間が苦しむ時、神は遠く離れて立っておられる。 

2．アブラハムがイサクを捧げた出来事 

「これらの出来事の後、神はアブラハムを試練に会わせられた。神は彼に、『アブラハムよ』

と呼びかけられると、彼は、『はい。ここにおります』と答えた。神は仰せられた。『あなたの

子、あなたの愛しているひとり子イサクを連れて、モリヤの地に行きなさい。そしてわたしが

あなたに示す一つの山の上で、全焼のいけにえとしてイサクをわたしにささげなさい』」（創

22：1～2） 

（1）いくら神とは言え、このような命令をする権利があるのか。 

①神は愛のお方なのか。 

②神は、専制君主のようなお方なのか。 

（2）父なる神が子なる神を犠牲にするという前提で読まなければ、意味は分からない。 

①神は、私たち人間の罪、苦しみ、不安を背負われるお方である。 

②私たち人間が通過するすべての苦難を知っておられる。 

3．子なる神が苦しむ時、父なる神も苦しまれる。 

（1）ゲツセマネの祈り 

「『父よ。みこころならば、この杯をわたしから取りのけてください。しかし、わたし

の願いではなく、みこころのとおりにしてください。』すると、御使いが天からイエス
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に現れて、イエスを力づけた。イエスは、苦しみもだえて、いよいよ切に祈られた。汗

が血のしずくのように地に落ちた」（ルカ 22：42～44） 

①「この杯」とは、罪に対する神の怒り、裁きのことである。 

②イエスは今、「罪とされ」、父なる神から切り離されようとしている。 

③その苦しみは、汗が血のしずくのように地に落ちるほどのものであった。 

④この時、父なる神もまた苦しみを通過しておられた。 

 

（2）人生観を革命的に変える認識 

①私たちが苦しむ時、キリストはともに苦しんでくださる。 

②キリストが苦しまれる時、父なる神もともに苦しんでおられる。 

③この認識は、苦難に立ち向かう私たちの姿勢を変える。 

 

 

 

結 論：信仰者の応答（詩 131） 

（都上りの歌。ダビデによる） 

「【主】よ。私の心は誇らず、私の目は高ぶりません。及びもつかない大きなことや、奇しい

ことに、私は深入りしません。まことに私は、自分のたましいを和らげ、静めました。乳離れ

した子が母親の前にいるように、私のたましいは乳離れした子のように私の前におります。イ

スラエルよ。今よりとこしえまで【主】を待て」 

1 節 

「【主】よ。私の心は誇らず、私の目は高ぶりません。及びもつかない大きなことや、奇しい

ことに、私は深入りしません」（1節） 

（1）人生は謎に満ちている。 

（2）この世界には、人間に理解できることと、できないことが同居している。 

（3）自分はあらゆる問題に対する答えを持っていると考える人は、愚かで傲慢。 

①なぜ、この世には悪が存在するのか。 

②なぜ、ある人たちに悲劇が起こるのか。 

③神の主権と人間の自由意志の関係はどうなっているのか。 

④なぜ、ある祈りは聞かれ、ある祈りは聞かれないのか。 

（4）難問に直面したときのダビデの視線は、低いところにある。 

①彼は、自らの無知を告白している。 

②「私は知りません」と言える人は、謙遜な人である。 
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2 節 

「まことに私は、自分のたましいを和らげ、静めました。乳離れした子が母親の前にいるよう

に、私のたましいは乳離れした子のように私の前におります」（2節） 

（1）乳離れした子（離乳期の子）を例に上げ、自分の心の状態を解説している。 

（2）最初はむずかっていた子も、母親の胸に抱かれると、安心しておとなしくなる。 

（3）ダビデもまた、神の御前でそのような平安の体験をしている。 

（4）心が揺れ動く時、彼は自らの無知を告白し、神がすべてをご存じであることを信じて魂

の平安を得ている。 

3 節 

「イスラエルよ。今よりとこしえまで【主】を待て」（3節） 

（1）全知全能の神に信頼することこそ、平安の秘訣である。 

（2）そのことをイスラエルの民に語りかけている。 

（3）「【主】を待て」とは、「主に希望を置け」という意味である。 

 

  



結 論：信仰者の応答（詩 131） 

16 

【MEMO】 
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使 徒 信 条  
キリストの使徒たちが伝えたこと（3） 

「父なる神（1）」 

 

― 使徒信条 ― 

我は天地の造り主、全能の父なる神を信ず。 

我はその独り子、我らの主、イエス・キリストを信ず。 

主は聖霊によりてやどり、処女マリヤより生れ、ポンテオ・ピラトのもとに苦しみを受け、十字

架につけられ、死にて葬られ、陰府にくだり、三日目に死人のうちよりよみがえり、天に昇り、

全能の父（ちち）なる神の右に座したまえり。 かしこより来たりて生ける者と死にたる者とを審

きたまわん。 

我は聖霊を信ず。 

聖なる公同の教会、聖徒の交わり、罪の赦し、身体のよみがえり、永遠の生命を信ず。 

アーメン。 

1．はじめに 

（1）使徒信条について 

①三位一体論を土台とした信仰告白である。 

②キリスト論が一番強調されている。 

③使徒信条は、使徒たちの作品ではないが、使徒たちの教えが要約されているので、使

徒信条と呼んでもよい。 

④洗礼式のために、また、異端との戦いのために必要となった。 

（2）「信ず」という言葉について 

①信仰とは、単なる知的承認ではない。 

②信仰とは、個人的な信頼のことである。 

③信仰とは、信じる対象としての神が存在することである。 

④信仰の有効性は、その人の熱心さによってではなく、信じる対象によって決まる。 

2．アウトライン 

（1）聖書が使用する比喩的言葉 

（2）父なる神 

（3）人格を持った神 

 

このメッセージは、父なる神について考えようとするものである。  
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Ⅰ．聖書が使用する比喩的言葉 

1．神という言葉について 

（1）ヘブル語でエロヒム（エル）、ギリシア語でセオス。 

①普通名詞。神々を指す言葉である。 

②日本語の神も、多くの神々を指す言葉である。 

③聖書の神は、どういう神かを示す必要がある。 

 

（2）旧約聖書の啓示 

①イスラエルにとっては、彼らをエジプトから導き出した神、約束の地を与えた神であ

る。 

②アブラハム、イサク、ヤコブの神である。 

 

（3）新約聖書の啓示 

①旧約聖書の神概念が、イエス・キリストを通してさらに鮮明になった。 

②ヘブル 1：1～2a 

「神は、むかし父祖たちに、預言者たちを通して、多くの部分に分け、また、いろい

ろな方法で語られましたが、この終わりの時には、御子によって、私たちに語られま

した」 

③2 コリント 1：3 

「私たちの主イエス・キリストの父なる神、慈愛の父、すべての慰めの神がほめたた

えられますように」 

④ヨハネ 14：9 

「イエスは彼に言われた。『ピリポ。こんなに長い間あなたがたといっしょにいるのに、

あなたはわたしを知らなかったのですか。わたしを見た者は、父を見たのです。どう

してあなたは、「私たちに父を見せてください」と言うのですか』」 

2．神を啓示するための比喩的言葉 

（1）種々の言葉がある。 

①羊飼い 

②王 

③岩 

④父 

 

（2）詩篇 23：1～3 
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「【主】は私の羊飼い。私は、乏しいことがありません。主は私を緑の牧場に伏させ、

いこいの水のほとりに伴われます。主は私のたましいを生き返らせ、御名のために、私

を義の道に導かれます」 

 

（3）神と信者の関係が、羊飼いと羊の関係にたとえられている。 

①この詩篇が書かれた当時の人たちには、非常に分かりやすい比喩であった。 

②現代の都市住民には、さほどの実感がない。 

（例話）「羊飼いが見た詩篇 23 篇」。著者フィリップ・ケラー 

（宣教師の家庭に生まれ、東アフリカで育つ。羊の牧場主としての経験あり） 

 

（4）比喩的言葉には限界がある。 

①神は私たちを守り、導かれる。 

②羊飼いは人間であるが、神は人間ではない。 

③羊は家畜であるが、私たちは家畜ではない。 

 

3．比喩的言葉を使用する理由 

（1）神は、私たちのレベルにまで下ってご自身を啓示してくださる。 

①ヘブル人の文化と言語を通して、ご自身を啓示された。 

②神の子が人となって、ご自身を啓示された。 

 

（2）私たち人間は、神を直視することができない。 

（例話）日食観察には、下敷き、サングラス、ゴーグルが必要。 

①比喩的言葉は、太陽を観察するための道具と同じである。 

 

 

 

Ⅱ．父なる神 

1．イエス・キリストの教え 

（1）マタイ 6：9 

「天にいます私たちの父よ。御名があがめられますように」 

 

（2）マタイ 7：11 

「してみると、あなたがたは、悪い者ではあっても、自分の子どもには良い物を与える
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ことを知っているのです。とすれば、なおのこと、天におられるあなたがたの父が、ど

うして、求める者たちに良いものを下さらないことがありましょう」 

 

（3）ルカ 15 章の放蕩息子のたとえ 

 

（4）ヨハネ 20：17 

「イエスは彼女に言われた。『わたしにすがりついていてはいけません。わたし 

はまだ父のもとに上っていないからです。わたしの兄弟たちのところに行って、 

彼らに「わたしは、わたしの父またあなたがたの父、わたしの神またあなたがた 

の神のもとに上る」と告げなさい』」 

 

2．パウロの教え 

（1）ロ－マ 1：7 

「ローマにいるすべての、神に愛されている人々、召された聖徒たちへ。私たちの父な

る神と主イエス・キリストから恵みと平安があなたがたの上にありますように」 

 

（2）1 コリント 8：6 

「私たちには、父なる唯一の神がおられるだけで、すべてのものはこの神から出ており、

私たちもこの神のために存在しているのです。また、唯一の主なるイエス・キリストが

おられるだけで、すべてのものはこの主によって存在し、私たちもこの主によって存在

するのです」 

3．比喩的言葉の限界 

（1）人間の父の特徴 

①子どもを誕生させる。 

②子どもを守り、養育の責任を持つ。 

③父は人間である。 

④父は男性である。 

⑤時には、子どもを虐待することがある。 

 

（2）以上の特徴の③～⑤は神に当てはまらない。 

①地上の父親から神を想像できない人がいる。 

②神の特徴から、地上の父親を見るとよい。 
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4．神には性別はない。 

（1）理由 

①性別は、被造世界の一部である。創造によって作られた特徴である。 

②もし神に性別があるなら、多神教の神になってしまう。 

 

（2）聖書は、女性イメージを用いて神を描写している。 

①イザヤ 49：15 

「女が自分の乳飲み子を忘れようか。自分の胎の子をあわれまないだろうか。たとい、

女たちが忘れても、このわたしはあなたを忘れない」 

②詩篇 51：1（ダビデの悔い改めの詩） 

「神よ。御恵みによって、私に情けをかけ、あなたの豊かなあわれみによって、私の

そむきの罪をぬぐい去ってください」 

＊「御恵み」はヘブル語で「ヘセッド」。 

＊「あわれみ」はヘブル語で「ラハミム（単数はラハム）」。 

  ・この言葉は、子宮のことである。 

  ・胎内で胎児を守っているイメージ 

  ・イザヤ 66：12～13 参照 

 

（3）神を父と呼ぶ理由 

①古代中近東における父親の役割が、神の性質を表現するのに適していた。 

②神が男性であるとは教えていない。 

③神は父としても、母としても、描かれている。 

④「母なる神」という言葉を使用していない理由は何か。 

＊多神教、多産の神、豊穣の神をイメージさせる。 

 

 

 

Ⅲ．人格を持った神 

1．マルティン・ブーバーの哲学（オーストリア出身のユダヤ系宗教哲学者） 

（1）「我 ― それ」の関係 

①科学的、実証的な経験や知識は「それ」というよそよそしい存在に過ぎない。 

②これは、プロテスタントの自由主義神学者への批判となる。 

③さらに、知識探索のためだけに聖書を読む人も、同様の批判を浴びる。 
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④「我」は能動的であるが、「それ」は受動的である。 

（例話）ロボットペット（アイボ）はなぜ生産中止になったのか。飽きる！ 

 面倒でも生きたペットがいい。 

 

（2）「我 ― 汝」の関係 

①人格と人格の交流は、相手と自分を関係性として捉えることから生まれる。 

②ユダヤ教の神学の神髄。「世界の奥にある精神的存在と交わること」 

③彼は、「the Absolute Thou」という言葉を使っている。「絶対的汝」。 

 

2．神は分析不可能な人格的存在である。 

（1）礼拝のない神学はなく、神学のない礼拝もない。 

①「我 ― 汝」の関係において、神を認識する。 

（2）聖書の啓示は、客観的真理の啓示ではなく、神の自己啓示である。 

①神は、単なる客観的な研究材料ではない。 

②神を知るとは、神との関係のことである。 

（3）神学とは、神の探究ではなく、自己啓示された神への応答である。 

①神は語られた。 

②それゆえ私たちは、その内容を理解しようと努力する。 

（4）神は、契約を結ぶ神である。 

①約束したことをすべて果たされる。 

（5）神は、罪人をご自身と和解させる神である。 

①2 コリント 5：18～19 

「これらのことはすべて、神から出ているのです。神は、キリストによって、私たち

をご自分と和解させ、また和解の務めを私たちに与えてくださいました。すなわち、

神は、キリストにあって、この世をご自分と和解させ、違反行為の責めを人々に負わ

せないで、和解のことばを私たちにゆだねられたのです」 

②キリストの死は、神と私たちを和解させるためのものである。 

③しかし、それだけで和解が成立したわけではない。 

④それは和解の土台を提供しただけである。 

⑤私たちの応答があって初めて、和解が成立する。 

⑥「絶対的汝」との和解は、私たちをすべての不安や罪責感から解放する。 
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使 徒 信 条  
キリストの使徒たちが伝えたこと（4） 

「父なる神（2）」 

 

― 使徒信条 ― 

我は天地の造り主、全能の父なる神を信ず。  

我はその独り子、我らの主、イエス・キリストを信ず。  

主は聖霊によりてやどり、処女マリヤより生れ、ポンテオ・ピラトのもとに苦しみを受け、十字

架につけられ、死にて葬られ、陰府にくだり、三日目に死人のうちよりよみがえり、天に昇り、

全能の父（ちち）なる神の右に座したまえり。 かしこより来たりて生ける者と死にたる者とを審

きたまわん。  

我は聖霊を信ず。  

聖なる公同の教会、聖徒の交わり、罪の赦し、身体のよみがえり、永遠の生命を信ず。  

アーメン。 

1．はじめに 

（1）使徒信条について 

①三位一体論を土台とした信仰告白である。 

②キリスト論が一番強調されている。 

③使徒信条は、使徒たちの作品ではないが、使徒たちの教えが要約されているので、使

徒信条と呼んでもよい。 

④洗礼式のために、また、異端との戦いのために必要となった。 

 

（2）前回学んだ「父なる神（1）」 

①聖書が使用する比喩的言葉について 

②父なる神という言葉について 

③人格を持った神という概念について 

 

2．アウトライン 

（1）全能なる神 

（2）創造主なる神 

 

このメッセージは、父なる神についての 2 回目の考察である。  
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Ⅰ．全能なる神 

1．神はご自身を「全能の神」（エル・シャダイ）として啓示された。 

（1）創世記 17：1 

「アブラムが九十九歳になったとき【主】はアブラムに現れ、こう仰せられた。『わた

しは全能の神である。あなたはわたしの前を歩み、全き者であれ』」 

①神はアブラムに、サラが男の子を生むと約束された。 

②さらに、そこから多くの子孫が増え広がると約束された。 

③命の誕生という文脈の中で、この言葉が使われている。 

 

（2）全能という意味は、「なんでもできる」ということである。 

①神に不可能はない。 

②神はどんなものにも負けることはない。 

 

（3）神の全能に関する質問（その 1） 

①神は、角が 4 つある三角形を描くことができるか。 

②神は、自分でも持ち上げられないくらい重い岩を造ることができるか。 

③神は、非論理的な質問に束縛されないお方である。 

 

（2）神の全能に関する質問（その 2） 

①神は、神を愛している人に働きかけて、神を憎むようにさせることができるか。 

②神は、自分で約束したことを、破ることができるか。 

③神は、ご自身の性質に反したことはなさらない。 

④人間が考える「全能」とは異なる。 

（例話）無人兵器、無人ロボットの問題。映画『ターミネーター』の世界。 

 

2．神はご自身を【主】という名で啓示された。 

（1）出エジプト 6：2～3 

「神はモーセに告げて仰せられた。『わたしは【主】である。わたしは、アブラハム、

イサク、ヤコブに、全能の神として現れたが、【主】という名では、わたしを彼らに知

らせなかった』」 

①【主】と訳された言葉は、ヤハウェである。 

②ヤハウェとは、契約の神の御名である。 

③神はモーセ（イスラエル）に、ご自身の性質を啓示された。 
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④神はモーセ（イスラエル）との、より親密な関係を求められた。 

 

（2）神はご自身の「全能」という性質に、制限を設けられた。 

①神の性質に反することは行わない。 

②アブラハム、イサク、ヤコブと契約を結び、その契約によってご自身を制約すること

を選ばれた。 

③必ずしも、そうする必要はない。これは、神の選びである。 

④それゆえ、神が約束を破ることは絶対にない。 

⑤これは神の栄光に係ることである。 

（例話）今日の課題として、食品の偽装問題、権力に対する懐疑などがある。 

 

（3）神の自己制限の際たるものは、御子の受肉である。 

「私たちが神を愛したのではなく、神が私たちを愛し、私たちの罪のために、なだめの

供え物としての御子を遣わされました。ここに愛があるのです」（1 ヨハ 4：10） 

①御子の辱めの目的は、人類との親密な関係の回復である。 

②神が罪人である私たちとともにいるための唯一の方法は、御子のへりくだりである。 

③全能という神の性質は、御子の辱めという形を取って啓示された。 

④これこそ、キリスト教の神髄である。 

 

 

 

Ⅱ．創造主なる神 

1．天地創造に関する 4 つの立場 

（1）文字通り 7 日間の創造である。 

①創世記 1～2 章の「日」は、24 時間である。 

②これは、約 150 年前まで最も多くの支持を集めた立場である。 

③釈義的には、これが最も正しい。 

 

（2）「日」とは「ある期間にわたる時代」を指す。 

①科学的論考との調和を図ろうとする立場である。 

②聖書信仰から言うと、非常に不安定な立場である。 

 

（3）神が進化論の過程を導かれた。 
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①進化論を正しいと認めた立場である。 

 

（4）7 日間は、創造の業を説明するための「枠組み」である。 

2．創造の教理の重要性 

（1）創造に関してどういう立場を取るかで、その人の聖書観が決まってくる。 

①聖書は、神のことばであるかどうか。 

②聖書は、誤りを含まない真理の書であるかどうか。 

 

（2）聖書観が異なると、神学（救いの理解）も異なる。 

①創世記 1～2 章の天地創造物語は、約束の地に入る直前のイスラエルの民のために書

かれたものである。 

②彼らは、自分たちがどこから来て、どこに向かう民なのかを知る必要があった。 

③彼らに土地を与えてくれる神が、どのようなお方であるかを知る必要があった。 

④聖書の啓示は、創世記 1～2 章が歴史的記録であることを前提に、展開していく。 

 

（3）創世記 1～2 章が「ユダヤ人の神話」ならば、それ以降の啓示はその意味を失う。 

①結婚という概念は、神が人を男と女に創造されたところから出ている。 

「それゆえ男はその父母を離れ、妻と結び合い、ふたりは一体となるのである」（創 2：

24） 

②救済論は、アダムという実在の人物がいたことを前提に成り立っている。 

「というのは、死がひとりの人を通して来たように、死者の復活もひとりの人を通し

て来たからです。すなわち、アダムにあってすべての人が死んでいるように、キリス

トによってすべての人が生かされるからです」（1 コリ 15：21～22） 

3．創造の教理が意味するもの 

（1）積極的な世界観が与えられる。 

①神は無から有を創造された。 

「初めに、神が天と地を創造した」（創 1：1） 

②「バラ」（創造する）は、神にのみ使用する動詞である。 

③被造世界は、本来よいものである。 

「神は光を見て良しとされた。神は光とやみとを区別された」（創 1：4） 

④隠遁的生活は、本来聖書的ではない。 

⑤被造世界に存在する欠点は、人間の罪によるものである。 

⑥被造世界は、やがて本来の姿を回復する。 
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（2）神と被造の世界の区別が可能になる。 

①堕落した人間には、被造物を偶像化する傾向がある。 

「それは、彼らが神の真理を偽りと取り代え、造り主の代わりに造られた物を拝み、

これに仕えたからです。造り主こそ、とこしえにほめたたえられる方です。アーメン」

（ロマ 1：25） 

②神は自然界を通して私たちに語っておられる。 

「神の、目に見えない本性、すなわち神の永遠の力と神性は、世界の創造された時か

らこのかた、被造物によって知られ、はっきりと認められるのであって、彼らに弁解

の余地はないのです」（ロマ 1：20） 

 

（3）神が被造世界の所有者であることが明らかになる。 

①人間も、神によって創造された神の所有物である。 

②人間は、被造世界の所有者ではなく、管理者として立てられている。 

 

（4）人間の本質が明らかになる。 

①人は「神のかたち」に造られている。 

「神は仰せられた。『さあ人を造ろう。われわれのかたちとして、われわれに似せて。

彼らが、海の魚、空の鳥、家畜、地のすべてのもの、地をはうすべてのものを支配す

るように。』神は人をご自身のかたちとして創造された。神のかたちとして彼を創造し、

男と女とに彼らを創造された」（創 1：26～27） 

 

②「神のかたち」が意味するもの 

＊神の支配権が人の上に及ぶ。 

＊神の性質（知性）が人間に与えられている。 

＊神と交流することが可能である。 

 ・責任（responsibility） 

 

 

 

結 論： 

1．私たちの神は、全能の神である。 

（1）神はご自身の力の行使を制限された。 

（2）イエス・キリストの福音は、その表現である。 
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2．私たちの神は、天地創造の神である。 

（1）私たちの存在意義は、天地創造の教理の中にある。 

（2）コロサイ 1：26～27 

「これは、多くの世代にわたって隠されていて、いま神の聖徒たちに現された奥義なの

です。神は聖徒たちに、この奥義が異邦人の間にあってどのように栄光に富んだもので

あるかを、知らせたいと思われたのです。この奥義とは、あなたがたの中におられるキ

リスト、栄光の望みのことです」 

①内住のキリスト 

②ユダヤ人と異邦人の区別なく、同じ恵みを受ける。 

③栄化された私たちの姿は、キリストの中に隠されている。 
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使 徒 信 条  
キリストの使徒たちが伝えたこと（5） 

「子なる神（1）」 

 

― 使徒信条 ― 

我は天地の造り主、全能の父なる神を信ず。  

我はその独り子、我らの主、イエス・キリストを信ず。  

主は聖霊によりてやどり、処女マリヤより生れ、ポンテオ・ピラトのもとに苦しみを受け、十字

架につけられ、死にて葬られ、陰府にくだり、三日目に死人のうちよりよみがえり、天に昇り、

全能の父（ちち）なる神の右に座したまえり。 かしこより来たりて生ける者と死にたる者とを審

きたまわん。 

我は聖霊を信ず。 

聖なる公同の教会、聖徒の交わり、罪の赦し、身体のよみがえり、永遠の生命を信ず。  

アーメン。 

1．はじめに 

（1）使徒信条について 

①三位一体論を土台とした信仰告白である。 

②キリスト論が一番強調されている。 

③使徒信条は、使徒たちの作品ではないが、使徒たちの教えが要約されているので、使

徒信条と呼んでもよい。 

④洗礼式のために、また、異端との戦いのために必要となった。 

 

（2）子なる神について 

①キリスト教信仰の中心テーマである。 

②キリストに関する学びを、「キリスト論」とか「メシア論」とか言う。 

③クリスチャンは、キリストは他のどのような宗教の創始者とも異なると主張する。 

④どの点でキリストはユニークなのか。 

＊キリストの本質 

＊キリストの御業 

⑤キリスト論が間違っていると、救済論が間違ってくる。 

＊異端の教えは、例外なしにキリスト論が間違っている。 

＊異端の教えでは、キリストは被造物である。 
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2．アウトライン：キリストの本質 

（1）イエス・キリスト 

（2）その独り子 

（3）我らの主 

 

 

このメッセージは、子なる神についての 1 回目の考察である。 

 

Ⅰ．イエス・キリスト 

1．イエスは、人間として歩まれたことを証言する名前である。 

（1）当時の人たちには苗字はなかった。 

①キリストとは苗字ではない。 

 

（2）イエスの呼び名 

①ナザレのイエス 

②ヨセフの子イエス 

③マリアの子イエス 

 

（3）イエスとは、ヘブル語のヨシュアである。 

「彼がこのことを思い巡らしていたとき、主の使いが夢に現れて言った。『ダビデの子

ヨセフ。恐れないであなたの妻マリヤを迎えなさい。その胎に宿っているものは聖霊に

よるのです。マリヤは男の子を産みます。その名をイエスとつけなさい。この方こそ、

ご自分の民をその罪から救ってくださる方です』」（マタ 1：20～21） 

①イエスという名は、神が命名されたものである。 

②「【主】は救い」という意味である。 

③旧約聖書のヨシュアと同じ名である（ギリシア語ではイェシュアと言う）。 

④ヨシュアはイエスの型である。 

2．キリスト 

（1）ヘブル語で「メシア」、ギリシア語で「キリスト」である。 

「ヨハネから聞いて、イエスについて行ったふたりのうちのひとりは、シモン・ペテロ

の兄弟アンデレであった。彼はまず自分の兄弟シモンを見つけて、『私たちはメシヤ(訳

して言えば、キリスト)に会った』と言った」（ヨハ 1：40～41） 

「イエスは彼らに言われた。『あなたがたは、わたしをだれだと言います』。シモン・ペ
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テロが答えて言った。『あなたは、生ける神の御子キリストです』」（マタ 16：15～16） 

①メシア（キリスト）とは、称号（タイトル）である。 

②アンデレとペテロは、イエスが長く待ち望んだメシアであると告白した。 

 

（2）「メシア（キリスト）」の意味 

①油注がれた者 

「こうして後、ダビデは、サウルの上着のすそを切り取ったことについて心を痛めた。

彼は部下に言った。『私が、主に逆らって、【主】に油そそがれた方、私の主君に対し

て、そのようなことをして、手を下すなど、【主】の前に絶対にできないことだ。彼は

【主】に油そそがれた方だから』」（1 サム 24：5～6） 

②「【主】に油そそがれた方」とは、「ヤハウェのメシア」である。 

③神によって権威を与えられ、特定の任務に召された者 

④時とともに、「メシア」という言葉が、ダビデの子孫として誕生する解放者を意味す

るようになった。 

 

（3）イエス時代のパレスチナ 

①ローマの圧制 

②メシア待望の機運が高まった。 

③その場合の「メシア」とは、イスラエルの民をローマの圧制から解放する政治的指導

者のことである。 

④イエスは、「ダビデの子」というタイトルを好まなかった。 

⑤イエスは一度も、ローマの圧制に対する武力的抵抗を勧めていない。 

⑥イエスの矛先は、イスラエルの中の腐敗分子に向けられていた。 

 

（4）当時のユダヤ人たちには、メシアが十字架に付けられることは信じられないことであっ

た。 

「するとイエスは、彼らに尋ねられた。『では、あなたがたは、わたしをだれだと言い

ますか。』ペテロが答えてイエスに言った。『あなたは、キリストです。』するとイエス

は、自分のことをだれにも言わないようにと、彼らを戒められた。それから、人の子は

必ず多くの苦しみを受け、長老、祭司長、律法学者たちに捨てられ、殺され、三日の後

によみがえらなければならないと、弟子たちに教え始められた。しかも、はっきりとこ

の事がらを話された。するとペテロは、イエスをわきにお連れして、いさめ始めた」（マ

コ 8：29～32） 

①ペテロは、イエスがメシアであると告白した。 
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②イエスは、沈黙するように命じた。 

＊政治的メシア像を避けるために 

③次にイエスは、ご自身の受難について明確に教え始めた。 

④ペテロは即座にそれを否定した。 

 

（4）イエスは、ご自身がメシアであると断言された。 

「しかし、イエスは黙ったままで、何もお答えにならなかった。大祭司は、さらにイエ

スに尋ねて言った。『あなたは、ほむべき方の子、キリストですか。』そこでイエスは言

われた。『わたしは、それです。人の子が、力ある方の右の座に着き、天の雲に乗って

来るのを、あなたがたは見るはずで』」（マコ 14：61～62） 

①誤解される恐れがなくなったので、この断言が出来た。 

②イエスは、イザヤ 53 章の「苦難のしもべ」の預言を成就するお方である。 

 

 

 

Ⅱ．その独り子 

1．神の子 

（1）旧約聖書 

①天使や超自然的存在を指す（詩 8：6、ヨブ 38：7、ダニ 3：25）。 

②来たるべきメシアを指す（2 サム 7：12～14、詩 2：7、詩 86：16～17）。 

 

（2）新約聖書 

①ある意味では、すべての人は「神の子」である。 

②イエスは、特別な意味で「神の子」（the Son of God）である。 

③クリスチャンは、養子になったという意味で「神の子たち」である。 

＊イエスが十字架上で勝ち取ってくださったものを相続する者となった。 

④1 ヨハネでは、「the Son」（御子）と「children」（子どもたち）の区別あり。 

2．神のひとり子 

（1）父と子のユニークな関係を示す言葉 

「ことばは人となって、私たちの間に住まわれた。私たちはこの方の栄光を見た。父の

みもとから来られたひとり子としての栄光である。この方は恵みとまことに満ちておら

れた」（ヨハ 1：14） 

「神は、実に、そのひとり子をお与えになったほどに、世を愛された。それは御子を信
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じる者が、ひとりとして滅びることなく、永遠のいのちを持つためである」（ヨハ 3：

16） 

 

（2）イエスは父なる神に「父よ」、あるいは「アバ」（アラム語）と呼びかけておられる（マ

コ 14：36）。 

①父と子は、目的と意志において、完全に一致していた。 

 

（3）コロサイ 1：15 

「御子は、見えない神のかたちであり、造られたすべてのものより先に生まれた方です」

（コロ 1：15） 

①イエスは被造物が存在する前からおられた。イエスは創造主である。 

②イエスは権威をお持ちである。 

 

 

 

Ⅲ．我らの主 

1．主とはギリシア語で「キュリオス」である。 

①尊敬の意味を込めて呼びかける際に使用する言葉である。 

②イエスを救い主として告白する際に使用する言葉である。 

 

2．旧約聖書の「ヤハウェ」と新約聖書の「キュリオス」の関係 

「神はモーセに仰せられた。『わたしは、「わたしはある」という者である。』また仰せられた。

『あなたはイスラエル人にこう告げなければならない。「わたしはあるという方が、私をあな

たがたのところに遣わされた」と。』神はさらにモーセに仰せられた。『イスラエル人に言え。

あなたがたの父祖の神、アブラハムの神、イサクの神、ヤコブの神、【主】が、私をあなたが

たのところに遣わされた、と言え。これが永遠にわたしの名、これが代々にわたってわたしの

呼び名である』」（出 3：14～15） 

（1）神はご自身の御名をヘブル語の 4 文字で啓示された。 

①「YHWH」という表記。「わたしはある」という意味である。 

②「テトラグラマトン」（4 文字） 

③イスラエルと契約を結ぶ神の御名である。 

④新改訳は、「キュリオス」を「【主】」と表記している。 
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（2）七十人訳聖書（旧約聖書のギリシア語訳）は、「ヤハウェ」を「キュリオス」と訳した。 

①ユダヤ人たちは、ローマ皇帝を「キュリオス」と呼ぶことに抵抗した。 

＊ヨセフスによる情報 

②新約聖書の記者たちは、その伝統に立っている。 

＊イエスは旧約聖書のヤハウェであるとの告白。 

 

（3）信仰告白 

「なぜなら、もしあなたの口でイエスを主と告白し、あなたの心で神はイエスを死者

の中からよみがえらせてくださったと信じるなら、あなたは救われるからです」（ロマ

10：9） 

「ですから、私は、あなたがたに次のことを教えておきます。神の御霊によって語る

者はだれも、『イエスはのろわれよ』と言わず、また、聖霊によるのでなければ、だれ

も、『イエスは主です』と言うことはできません」（1コリ 12：3） 

 

 

 

結 論： 

1．イエス・キリストを信ず。 

（1）イエス・キリストは、人間性を持っている。 

（2）イエス・キリストは、旧約聖書が預言した救い主である。 

 

2．その独り子を信ず。 

（1）イエス・キリストは、神性を持っている。 

（2）イエス・キリストは、父なる神と特別な関係を持った子なる神である。 

（3）私たちは、信仰によって神の子たちとされた。 

＊養子関係が成立した。 

＊その養子関係に基づいて、イエス・キリストが十字架上で勝ち取ってくださったこ

とが、すべて私たちのものとなった。 

 

3．我らの主を信ず。 

（1）イエス・キリストは、旧約聖書のヤハウェである。 

（2）イエス・キリストは、イスラエルの民と契約を結ばれた神である。 
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（3）イエス・キリストが主であることは、復活によって証明された。 

「──この福音は、神がその預言者たちを通して、聖書において前から約束されたもの

で、御子に関することです。御子は、肉によればダビデの子孫として生まれ、聖い御霊

によれば、死者の中からの復活により、大能によって公に神の御子として示された方、

私たちの主イエス・キリストです」（ロマ 1：2～4） 
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【MEMO】 
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使 徒 信 条  
キリストの使徒たちが伝えたこと（6） 

「子なる神（2）」 

 

― 使徒信条 ― 

我は天地の造り主、全能の父なる神を信ず。  

我はその独り子、我らの主、イエス・キリストを信ず。  

主は聖霊によりてやどり、処女マリヤより生れ、ポンテオ・ピラトのもとに苦しみを受け、十字

架につけられ、死にて葬られ、陰府にくだり、三日目に死人のうちよりよみがえり、天に昇り、

全能の父（ちち）なる神の右に座したまえり。 かしこより来たりて生ける者と死にたる者とを審

きたまわん。  

我は聖霊を信ず。  

聖なる公同の教会、聖徒の交わり、罪の赦し、身体のよみがえり、永遠の生命を信ず。  

アーメン。 

1．はじめに 

（1）使徒信条について 

①三位一体論を土台とした信仰告白である。 

②キリスト論が一番強調されている。 

③使徒信条は、使徒たちの作品ではないが、使徒たちの教えが要約されているので、使

徒信条と呼んでもよい。 

④洗礼式のために、また、異端との戦いのために必要となった。 

 

（2）子なる神について 

①キリスト教信仰の中心テーマである。 

②キリストに関する学びを、「キリスト論」とか「メシア論」とか言う。 

③キリスト論が間違っていると、救済論が間違ってくる。 

＊異端の教えは、例外なしにキリスト論が間違っている。 

＊異端の教えでは、キリストは被造物である。 

④前回は、3 つの呼び名を取り上げた。 

＊イエス・キリスト 

＊その独り子 

＊我らの主 

⑤今回は、キリストの受肉を取り上げる。 
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2．アウトライン 

（1）キリストの受肉の告白 

（2）キリストの受肉に関する論争 

（3）キリストの受肉の目的 

 

 

このメッセージは、子なる神についての 2 回目の考察である。 

 

Ⅰ．キリストの受肉の告白 

1．キリストは人である。 

（1）旧約聖書における「人の子」 

①預言者エゼキエルへの呼びかけの言葉 

②ダニエル 7：13～14 

「私がまた、夜の幻を見ていると、見よ、人の子のような方が天の雲に乗って来られ、

年を経た方のもとに進み、その前に導かれた。この方に、主権と光栄と国が与えられ、

諸民、諸国、諸国語の者たちがことごとく、彼に仕えることになった。その主権は永

遠の主権で、過ぎ去ることがなく、その国は滅びることがない」 

＊これは、再臨のメシアである。 

③詩篇 8：4 

「人とは、何者なのでしょう。あなたがこれを心に留められるとは。人の子とは、何

者なのでしょう。あなたがこれを顧みられるとは」 

＊これは、神や天使との対比における人間の弱さや価値の低さを強調している。 

 

（2）イエスは、ご自身を「人の子」を呼ばれた。 

①マタイ 8：20 

「すると、イエスは彼に言われた。『狐には穴があり、空の鳥には巣があるが、人の子

には枕する所もありません』」 

②上記③の意味で、このタイトルを使用しておられる。 

2．キリストは神である。 

（1）キリストは神であるという真理は、新約聖書の啓示のピークである。 

①ヨハネ 1：18 

「いまだかつて神を見た者はいない。父のふところにおられるひとり子の神が、神を

説き明かされたのである」 
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②ヨハネ 20：27～28 

「それからトマスに言われた。『あなたの指をここにつけて、わたしの手を見なさい。

手を伸ばして、わたしのわきに差し入れなさい。信じない者にならないで、信じる者

になりなさい。』トマスは答えてイエスに言った。『私の主。私の神。』」 

③ロ－マ 9：5 

「父祖たちも彼らのものです。またキリストも、人としては彼らから出られたのです。

このキリストは万物の上にあり、とこしえにほめたたえられる神です。アーメン」 

 

 

 

Ⅱ．キリストの受肉に関する論争 

1．養子論（Adoptionism） 

（1）イエスの人性を強調する考え方 

①旧約聖書の預言者たちと同様に、聖霊によって力を受けた。 

②ヨハネから洗礼を受けたときに、父なる神によって養子とされた。 

 

（2）すでに存在するユダヤ人の考え方をイエスに適用する試みである。 

①しかし、ユダヤ人の理解では、人を救えるのは神だけである。 

②神でなければ救えない。 

2．仮現論（Docetism） 

（1）イエスの神性を強調する考え方 

①イエスは神であるが、自分を人間のように見せかけた。 

 

（2）イエスの人性と私たちの人性の間にある関係を軽視した教えである。 

①人でなければ死ねない。 

3．アリウス主義（Arianism） 

（1）イエスは神ではなく、被造物の中の最高のお方である。 

①創造主と被造物の間には、超えることのできない一線がある。 

②イエスは、被造物の世界に属している。 

③イエスを神のように表現する箇所は、イエスに敬意を表したものである。 

 

（2）アタナシウスは反論した。 
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①キリストの教理は、相互に関連した網の目のようなものである。 

②もしキリストが神でないなら人類を救えないことになり、福音の宣教は矛盾したもの

となる。 

③クリスチャンはキリストを礼拝した。もしキリストが神でないなら、これは偶像礼拝

となる。 

4．カルケドン公会議による解決（451 年） 

（1）数百年に及ぶ論争が決着した。 

「われわれはみな、教父たちに従って、心を一つにして、次のように考え、宣言する。

われわれの主イエス・キリストは唯一・同一の子である。同じかたが神性において完全

であり、この同じかたが人間性においても完全である。同じかたが真の神であり、同時

に理性的霊魂と肉体とからなる真の人間である。同じかたが神性において父と同一本質

のものであるとともに、人間性においてわれわれと同一本質のものである。『罪のほか

はすべてにおいてわれわれと同じである』。神性においては、この世の前に父から生ま

れたが、この同じかたが、人間性においては終わりの時代に、われわれのため、われわ

れの救いのために、神の母、処女マリアから生まれた（後略）」（カルケドン信条） 

 

 

 

Ⅲ．キリストの受肉の目的 

1．神を人間に啓示するため 

（1）受肉によって、理解不可能な神が、人間にとって理解可能な範囲内に入って来られた。 

①マタイ 11：27 

②ヨハネ 1：18、14：9 

③ロ－マ 5：8 

④1 ヨハネ 3：8 

2．真の人間性を啓示するため 

（1）罪のない人間性がどのようなものであるかを示された。 

①罪人にとっては、メシアは手本ではなく、罪を示すお方となられた。 

②信者にとっては、手本となられた。 

③1 ペテロ 2：21 

④1 ヨハネ 2：6 
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3．罪の贖いを提供するため 

（1）神は死なないので、贖いを提供できない。 

①普通の人間の死は、永遠の贖いを提供できない。 

②キリストは、神でなければならない。 

 

（2）このジレンマは、「神 ― 人」という概念によって解決する。 

①ヘブル 10：１～10 

４．ダビデ契約を成就するため 

（1）「ダビデの王位」に就くためには人間でなければならない。 

①ルカ１：31～33 

「神である主は彼にその父ダビデの王位をお与えになります」 

②「とこしえにヤコブの家を治め、その国は終わることがない」と言えるためには、

神でなければならない。 

 

（2）このジレンマもまた、「神 ― 人」という概念によって解決する。 

5．悪魔の業を打ち壊すために 

（1）復活ではなく、受肉が、悪魔の業を打ち壊すための方法であった。 

①サタンが支配している領域に、メシアが侵入された。 

②1 ヨハネ 3：8 

「罪を犯している者は、悪魔から出た者です。悪魔は初めから罪を犯しているからで

す。神の子が現れたのは、悪魔のしわざを打ちこわすためです」 

6．思いやりのある大祭司となるため 

（1）ヘブル 4：14～16 

「さて、私たちのためには、もろもろの天を通られた偉大な大祭司である神の子イエス

がおられるのですから、私たちの信仰の告白を堅く保とうではありませんか。私たちの

大祭司は、私たちの弱さに同情できない方ではありません。罪は犯されませんでしたが、

すべての点で、私たちと同じように、試みに会われたのです。ですから、私たちは、あ

われみを受け、また恵みをいただいて、おりにかなった助けを受けるために、大胆に恵

みの御座に近づこうではありませんか」 
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まとめ 

受肉の教理は、クリスチャン生活と大いに関係がある。 

（1）神の性質を知った。 

（2）救いの内容と方法を知った。 

（3）どのように生きたらよいかの手本を知った。 

（4）神が必要に答えてくださることを知った。 

（5）将来何が起こるかを知った。  
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使 徒 信 条  
キリストの使徒たちが伝えたこと（7） 

「子なる神（3）」 

 

― 使徒信条 ― 

我は天地の造り主、全能の父なる神を信ず。  

我はその独り子、我らの主、イエス・キリストを信ず。  

主は聖霊によりてやどり、処女マリヤより生れ、ポンテオ・ピラトのもとに苦しみを受け、十字

架につけられ、死にて葬られ、陰府にくだり、三日目に死人のうちよりよみがえり、天に昇り、

全能の父（ちち）なる神の右に座したまえり。 かしこより来たりて生ける者と死にたる者とを審

きたまわん。  

我は聖霊を信ず。  

聖なる公同の教会、聖徒の交わり、罪の赦し、身体のよみがえり、永遠の生命を信ず。  

アーメン。 

1．はじめに 

（1）使徒信条について 

①三位一体論を土台とした信仰告白である。 

②キリスト論が一番強調されている。 

③使徒信条は、使徒たちの作品ではないが、使徒たちの教えが要約されているので、使

徒信条と呼んでもよい。 

④洗礼式のために、また、異端との戦いのために必要となった。 

 

（2）子なる神について 

①キリスト教信仰の中心テーマである。 

②キリスト論が間違っていると、救済論が間違ってくる。 

＊異端の教えは、例外なしにキリスト論が間違っている。 

＊異端の教えでは、キリストは被造物である。 

③前回は、キリストの受肉を取り上げた。 

④今後は、受肉以外の要素を 6 つ取り上げる。 

⑤今回は、（1）～（3）を取り上げる。 
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2．アウトライン 

（1）処女降誕 

（2）イエスの歴史性 

（3）福音の 3 要素 

（4）イエスの死後の状態 

（5）昇天 

（6）再臨 

 

 

このメッセージは、子なる神についての 3 回目の考察である。 

 

Ⅰ．処女降誕 

 

「主は聖霊によりてやどり、処女マリヤより生れ、」 

1．処女降誕の可能性 

（1）両親から誕生しなかった例 

①アダム 「土（アダマ）の塵で人（アダム）を形づくり」（新共同訳） 

②エバ 「人から抜き取ったあばら骨で女を造り上げられた」（新共同訳） 

 

（2）イエスの場合 

「御使いは答えて言った。『聖霊があなたの上に臨み、いと高き方の力があなたをおお

います。それゆえ、生まれる者は、聖なる者、神の子と呼ばれます』」（ルカ 1：35） 

2．処女降誕の必要性 

（1）救い主は、原罪を宿していない人間でなければならない。 

①ルカ 1：35 がその回答になっている。 

 

（2）アダムとの比較 

「すなわち、アダムにあってすべての人が死んでいるように、キリストによってすべて

の人が生かされるからです」（1 コリ 15：22） 

①最初のアダムと最後のアダム 

②ともに罪のない状態で造られた。 

③ともに自由意志を与えられた。 

④最初のアダムは死をもたらし、最後のアダムは命をもたらした。  
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Ⅱ．イエスの歴史性 

 

「ポンテオ・ピラトのもとに苦しみを受け、」 

1．イエスの裁判には、6 つのステップがある。 

（1）最初の 3 つは、ユダヤ人による宗教裁判 

（2）最後の 3 つは、ローマ人による政治裁判 

2．ユダヤ人による宗教裁判（冒とく罪） 

（1）元大祭司のアンナスによる予備審問 

（2）大祭司カヤパによる裁判 

（3）サンヘドリンによる裁判 

＊自らの律法に違反した形で裁判を行った。 

3．ローマ人による政治裁判（反逆罪） 

（1）ポンテオ・ピラトによる裁判 

①彼は、紀元 26～36 年まで、ユダヤに派遣されたローマ総督であった。 

②皇帝テベリオに仕えた。 

 

（2）ヘロデ・アンティパスによる裁判 

①祭りの間、エルサレムに来ていた。 

②ヘロデはイエスを嘲笑したが、政治的に巻き込まれるのを恐れて、判決は下さなかっ

た。 

 

（3）再び、ポンテオ・ピラトによる裁判 

①彼は、イエスが無罪であることを知っていた。 

②ユダヤ人の怒りを鎮めるために、イエスを鞭打って釈放しようとした。 

③バラバかイエスのいずれかを釈放すると提案した。 

④ピラトは、自らの政治生命を守るために、イエスを有罪にした。 

⑤その結果、イエスは十字架に付くことになった。 

＊呪われた死 
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Ⅲ．福音の 3 要素 

 

「十字架につけられ、死にて葬られ、三日目に死人のうちよりよみがえり、」 

1．最も大切なメッセージ 

「私があなたがたに最もたいせつなこととして伝えたのは、私も受けたことであって、次のこ

とです。キリストは、聖書の示すとおりに、私たちの罪のために死なれたこと、また、葬られ

たこと、また、聖書の示すとおりに、三日目によみがえられたこと、」（1 コリ 15：3～4） 

2．救いとは何か。 

「また、もしあなたがたがよく考えもしないで信じたのでないなら、私の宣べ伝えたこの福音

のことばをしっかりと保っていれば、この福音によって救われるのです」（1 コリ 15：2） 

（1）救いとは、日常用語でもあるが、重要な神学用語でもある。 

（2）聖書が教える救いとは何か。 

①義認（神の怒りからの解放） 過去形の救い 

②聖化（罪の束縛からの解放） 現在進行形の救い 

③栄化（人間性の完成） 未来形の救い 

3．救いはなぜ可能になったのか。 

（1）養子関係による説明 

「あなたがたは、人を再び恐怖に陥れるような、奴隷の霊を受けたのではなく、子とし

てくださる御霊を受けたのです。私たちは御霊によって、『アバ、父』と呼びます」（ロ

マ 8：15） 

①イエス・キリストと共同相続人になった。 

②イエス・キリストとともに、苦難と祝福を共有する。 

 

（2）法律関係による説明 

「ですから、信仰によって義と認められた私たちは、私たちの主イエス・キリストによ

って、神との平和を持っています。またキリストによって、いま私たちの立っているこ

の恵みに信仰によって導き入れられた私たちは、神の栄光を望んで大いに喜んでいます」

（ロマ 5：1～2） 

①法律的に無罪宣言を受けた。 

②神との関係が正された。 

③罪の性質が残っているが、無罪と見なされた。 
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（3）奴隷市場のイメージによる説明 

「あなたがたは、代価を払って買い取られたのです。ですから自分のからだをもって、

神の栄光を現しなさい」（1 コリ 6：20） 

①身代金を払って奴隷を買い取る。 

②イエス・キリストの命が、代価である。 

③買い取られた者は、新しい主人の奴隷となる。 

＊この場合、自由意志にもとづく奴隷であることが前提になっている。 

④神が誰に代価を払ったかは、聖書は論じていない。 

 
 

 

まとめ 

 

（1）処女降誕は、そのまま信じられる。 

（2）イエスの歴史性は、そのまま信じられる。 

（3）福音の内容は、そのまま信じられる。 
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【MEMO】 
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使 徒 信 条  
キリストの使徒たちが伝えたこと（8） 

「子なる神（4）」 

 

― 使徒信条 ― 

我は天地の造り主、全能の父なる神を信ず。  

我はその独り子、我らの主、イエス・キリストを信ず。  

主は聖霊によりてやどり、処女マリヤより生れ、ポンテオ・ピラトのもとに苦しみを受け、十字

架につけられ、死にて葬られ、陰府にくだり、三日目に死人のうちよりよみがえり、天に昇り、

全能の父（ちち）なる神の右に座したまえり。 かしこより来たりて生ける者と死にたる者とを審

きたまわん。  

我は聖霊を信ず。  

聖なる公同の教会、聖徒の交わり、罪の赦し、身体のよみがえり、永遠の生命を信ず。  

アーメン。 

1．はじめに 

（1）使徒信条について 

①三位一体論を土台とした信仰告白である。 

②キリスト論が一番強調されている。 

③使徒信条は、使徒たちの作品ではないが、使徒たちの教えが要約されているので、使

徒信条と呼んでもよい。 

④洗礼式のために、また、異端との戦いのために必要となった。 

 

（2）子なる神について 

①キリスト教信仰の中心テーマである。 

②キリスト論が間違っていると、救済論が間違ってくる。 

＊異端の教えは、例外なしにキリスト論が間違っている。 

＊異端の教えでは、キリストは被造物である。 

 

（3）これまでの復習 

①3 つの呼び名（イエス・キリスト、その独り子、我らの主） 

②キリストの受肉 
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2．アウトライン 

（1）処女降誕 

（2）イエスの歴史性 

（3）福音の 3 要素 

（4）イエスの死後の状態 

（5）昇天 

（6）再臨 

＊今回は、「（4）イエスの死後の状態」を取り上げる。 

＊死んでから復活までの 3 日間をどのように過ごされたのか。 

＊金曜日の午後 3 時から土曜日の午後 6 時まで 27 時間ある。 

 

 

このメッセージは、子なる神についての 4 回目の考察である。 

 

Ⅰ．陰府とは何か 

 

「陰府にくだり、」 

1．イエスの死後の状態に関しては、混乱が多い。 

（1）情報が少ない。 

（2）「陰府」に関する誤解がある。 

①通常は、「陰府にくだり」と聞くと、地獄（hell）に行ったと理解する。 

2．「陰府」は地獄ではない。 

（1）詩篇 16：10 

「まことに、あなたは、私のたましいを／よみに捨ておかず、／あなたの聖徒に墓の穴

をお見せにはなりません」（新改訳） 

①「よみ」は、ヘブル語で「シオール」である。 

②ヘブル語の「シオール」は、ギリシア語で「ハデス」である。 

 

（2）使徒 2：27 

「あなたは私のたましいをハデスに捨てて置かず、／あなたの聖者が朽ち果てるのを／

お許しにならないからである」（新改訳） 

①翻訳に一貫性がない。 

②シオールを「よみ」と訳すなら、ハデスも「よみ」とすべきである。 
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③あるいは、シオール、ハデスと音訳すべきである。 

3．シオール／ハデスは、地獄（hell）ではない。 

（1）ルカ 16：19～26 

「ある金持ちがいた。いつも紫の衣や細布を着て、毎日ぜいたくに遊び暮らしていた。

ところが、その門前にラザロという全身おできの貧しい人が寝ていて、金持ちの食卓か

ら落ちる物で腹を満たしたいと思っていた。犬もやって来ては、彼のおできをなめてい

た。さて、この貧しい人は死んで、御使いたちによってアブラハムのふところに連れて

行かれた。金持ちも死んで葬られた。その金持ちは、ハデスで苦しみながら目を上げる

と、アブラハムが、はるかかなたに見えた。しかも、そのふところにラザロが見えた。

彼は叫んで言った。『父アブラハムさま。私をあわれんでください。ラザロが指先を水

に浸して私の舌を冷やすように、ラザロをよこしてください。私はこの炎の中で、苦し

くてたまりません。』アブラハムは言った。『子よ。思い出してみなさい。おまえは生き

ている間、良い物を受け、ラザロは生きている間、悪い物を受けていました。しかし、

今ここで彼は慰められ、おまえは苦しみもだえているのです。そればかりでなく、私た

ちとおまえたちの間には、大きな淵があります。ここからそちらへ渡ろうとしても、渡

れないし、そこからこちらへ越えて来ることもできないのです。』」 

①シオール／ハデスは、死者の魂が行く一時的な場所である。 

②死者には意識がある。 

③シオール／ハデスは、2 つに区分されており、その間に大きな淵がある。 

④金持ちは苦しみの場所にいる。これは狭義のシオール／ハデスである。 

⑤ラザロは「アブラハムのふところ」にいる。これはパラダイスである。 

 

 

 

Ⅱ．地獄とは何か 

1．地獄とは、将来現れる場所である。 

（1）黙示録 20：11～15 

「また私は、大きな白い御座と、そこに着座しておられる方を見た。地も天もその御前

から逃げ去って、あとかたもなくなった。また私は、死んだ人々が、大きい者も、小さ

い者も御座の前に立っているのを見た。そして、数々の書物が開かれた。また、別の一

つの書物も開かれたが、それは、いのちの書であった。死んだ人々は、これらの書物に

書きしるされているところに従って、自分の行いに応じてさばかれた。海はその中にい

る死者を出し、死もハデスも、その中にいる死者を出した。そして人々はおのおの自分
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の行いに応じてさばかれた。それから、死とハデスとは、火の池に投げ込まれた。これ

が第二の死である。いのちの書に名のしるされていない者はみな、この火の池に投げ込

まれた」 

①地獄は、「火の池」と表現されている。 

②地獄は、未来に到来する場所である。 

③大きな白い御座の裁きが来る。 

④信者の名は、いのちの書に記されている。 

⑤不信者の名は、いのちの書に記されていない。 

⑥不信者は、行いが記された数々の書物によって裁かれる。 

⑦そして、火の池に投げ込まれる。 

⑧第二の死とは、神に反抗した不信者が永遠に火の池で過ごすことを言う。 

 

 

 

Ⅲ．シオール／ハデスの現状はどうなっているか 

1．イエスの復活と昇天によって、状態が変化した。 

①アブラハムのふところ（パラダイス）は、天に上げられた。 

②狭義のシオール／ハデスは、そのまま残されている。 

2．ルカ 23：43 

「イエスは、彼に言われた。『まことに、あなたに告げます。あなたはきょう、わたしととも

にパラダイスにいます』」 

①昇天前なので、この「パラダイス」はシオール／ハデスの一部であろう。 

3．エペソ 4：8～10 

「そこで、こう言われています。『高い所に上られたとき、彼は多くの捕虜を引き連れ、人々

に賜物を分け与えられた。』──この『上られた』ということばは、彼がまず地の低い所に下

られた、ということでなくて何でしょう。この下られた方自身が、すべてのものを満たすため

に、もろもろの天よりも高く上られた方なのです──」 

①キリストの昇天によって、シオール／ハデスの上部は天に引き上げられた。 

②そこに一時的に待機していた聖徒たちは、第 3 の天に引き上げられた。 
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Ⅳ．では、イエスは死んでどこに行かれたのか 

1．地獄ではない。 

①「よみ」（シオール／ハデス）は、地獄ではない。 

②地獄とは、未来形の概念である。 

2．1 ペテロ 3：18～20 

「キリストも一度罪のために死なれました。正しい方が悪い人々の身代わりとなったのです。

それは、肉においては死に渡され、霊においては生かされて、私たちを神のみもとに導くため

でした。その霊において、キリストは捕らわれの霊たちのところに行って、みことばを語られ

たのです。昔、ノアの時代に、箱舟が造られていた間、神が忍耐して待っておられたときに、

従わなかった霊たちのことです。わずか八人の人々が、この箱舟の中で、水を通って救われた

のです」 

（1）キリストは正しい方でしたが、悪い人々の身代わりとなって一度死なれた。 

 

（2）キリストは肉においては死に渡され、霊においては生かされた。 

①十字架上でキリストの霊は死んだ。父なる神との関係が断たれた。 

②しかし、肉体的な死が訪れる前に、キリストの霊は復活した。 

 

（3）復活した霊の状態で、キリストは死者が行く場所に行かれた。 

①そこはシオール／ハデスである。 

②シオール／ハデスの中の「アブラハムのふところ」（パラダイス）に行かれた。 

③「捕らわれの霊たち」に「宣言」された。 

・ケイルッソというギリシヤ語は、「宣教する」とか「福音を伝える」とかいう意味

ではない。 

・「公に宣言する」という意味である。 

④キリストは悪魔に対して勝利を宣言された。 

 

（4）「捕らわれの霊たち（プニューマ）」 

①「死んだ人間」とも「堕落した天使（悪霊のこと）」とも解釈できる。 

②後者の使用法のほうが一般的である（ヘブ 1：14）。 

③創世記 6 章に出てくる人間と結婚した堕天使たちのことであろう。 

④彼らは、ノアの時代に神に反抗した堕天使たちである。 
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まとめ 

1．復習 

（1）イエスの霊は、十字架上で死んだが、肉体の死の前に復活した。 

（2）その霊の状態で、イエスはシオール／ハデスに行かれた。 

（3）イエスが行かれたのは、アブラハムのふところ（パラダイス）である。 

（4）そこでイエスは、サタンと悪霊どもに、勝利を宣言された。 

（5）昇天の時に、アブラハムのふところは天に上げられた。 

2．セカンドチャンスはあるか。 

（1）ヘブル 9：27 

「そして、人間には、一度死ぬことと死後にさばきを受けることが定まっているよう

に、」 

 

（2）黙示録 20 章の「いのちの書」 
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使 徒 信 条  
キリストの使徒たちが伝えたこと（9） 

「子なる神（5）」 

 

― 使徒信条 ― 

我は天地の造り主、全能の父なる神を信ず。  

我はその独り子、我らの主、イエス・キリストを信ず。  

主は聖霊によりてやどり、処女マリヤより生れ、ポンテオ・ピラトのもとに苦しみを受け、十字

架につけられ、死にて葬られ、陰府にくだり、三日目に死人のうちよりよみがえり、天に昇り、

全能の父（ちち）なる神の右に座したまえり。 かしこより来たりて生ける者と死にたる者とを審

きたまわん。  

我は聖霊を信ず。  

聖なる公同の教会、聖徒の交わり、罪の赦し、身体のよみがえり、永遠の生命を信ず。  

アーメン。 

1．はじめに 

（1）使徒信条について 

①三位一体論を土台とした信仰告白である。 

②キリスト論が一番強調されている。 

③使徒信条は、使徒たちの作品ではないが、使徒たちの教えが要約されているので、使

徒信条と呼んでもよい。 

④洗礼式のために、また、異端との戦いのために必要となった。 

 

（2）子なる神について 

①キリスト教信仰の中心テーマである。 

②キリスト論が間違っていると、救済論が間違ってくる。 

＊異端の教えは、例外なしにキリスト論が間違っている。 

＊異端の教えでは、キリストは被造物である。 

2．アウトライン 

（1）処女降誕 

（2）イエスの歴史性 

（3）福音の 3 要素 

（4）イエスの死後の状態 
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（5）昇天 

（6）再臨 

＊今回は、「（5）昇天」を取り上げる。 

＊キリストの死と復活はよく語られるが、昇天はそうでもない。 

＊しかし、昇天は祝されたクリスチャン生活と深い関係にある。 

＊メシアの辱めは、受肉で始まり、埋葬で終わった。 

＊メシアの高揚は、埋葬で始まり、復活、昇天へと続く。 

3．このメッセージのアウトライン 

（1）昇天の預言 

（2）昇天の成就 

（3）昇天の結果（意義） 

 

 

このメッセージは、子なる神についての 5 回目の考察である。 

 

Ⅰ．昇天の預言 

1．詩篇 68：18 

「あなたは、いと高き所に上り、捕らわれた者をとりこにし、人々から、みつぎを受けられま

した。頑迷な者どもからさえも。神であられる主が、そこに住まわれるために」 

（1）詩篇 68 篇は、神がシナイからエルサレムに入る様子を歌ったものである。 

（2）その様子は、凱旋将軍が捕虜を連れて高き所に上るようなものである。 

（3）18 節の「頑迷な者」とは、反抗する敵のことである。 

（4）エペソ 4：8～9 

「そこで、こう言われています。『高い所に上られたとき、彼は多くの捕虜を引き連れ、

人々に賜物を分け与えられた』──この「上られた」ということばは、彼がまず地の低

い所に下られた、ということでなくて何でしょう。この下られた方自身が、すべてのも

のを満たすために、もろもろの天よりも高く上られた方なのです──」 

①パウロは詩篇 68：18 をイエス・キリストに適用している。 

②エペソ 4：8 は難解である。詩篇 68：18 をテキスト通りに引用していない。 

③昇天のキリストが教会に御霊の賜物を分け与えたという真理を説明するために、当時

一般的になっていたパリサイ的解釈（タルグム）を採用している。 

④原文の意味と、パリサイ的解釈の最大の相違点は、「みつぎを受けられました」と「賜

物を分け与えられた」である。 
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2．その他の聖句 

（1）詩篇 110：１ 

（2）箴言 30：4 

3．ヨハネ７：33 

「そこでイエスは言われた。『まだしばらくの間、わたしはあなたがたといっしょにいて、そ

れから、わたしを遣わした方のもとに行きます。あなたがたはわたしを捜すが、見つからない

でしょう。また、わたしがいる所に、あなたがたは来ることができません』」 

（1）イエスは、自分はやがて、自分を遣わした父のもとに戻ると言われた。 

（2）パリサイ人たちは、そこに行くことはできない。 

（3）パリサイ人たちは、イエスがユダヤを去って離散の地に行くのかと誤解した。 

4．ルカ 9：51 

「さて、天に上げられる日が近づいて来たころ、イエスは、エルサレムに行こうとして御顔を

まっすぐ向けられ、」 

（1）昇天の預言になっている。 

 

 

 

Ⅱ．昇天の成就 

1．ルカ 24：50～53 

「それから、イエスは、彼らをベタニヤまで連れて行き、手を上げて祝福された。そして祝福

しながら、彼らから離れて行かれた。彼らは、非常な喜びを抱いてエルサレムに帰り、いつも

宮にいて神をほめたたえていた」 

2．使徒 1：9～12 

「こう言ってから、イエスは彼らが見ている間に上げられ、雲に包まれて、見えなくなられた。

イエスが上って行かれるとき、弟子たちは天を見つめていた。すると、見よ、白い衣を着た人

がふたり、彼らのそばに立っていた。そして、こう言った。『ガリラヤの人たち。なぜ天を見

上げて立っているのですか。あなたがたを離れて天に上げられたこのイエスは、天に上って行

かれるのをあなたがたが見たときと同じ有様で、またおいでになります。』そこで、彼らはオ

リーブという山からエルサレムに帰った。この山はエルサレムの近くにあって、安息日の道の

りほどの距離であった」 
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3．観察 

（1）場所は、ベタニヤのあたり。 

①オリーブ山の東側（ベタニヤ側のオリーブ山） 

②オリーブ山の頂上には昇天記念教会があるが、そこではない。 

 

（2）昇天の様子 

①これは文字通りの肉体を持った昇天である。 

②キリストは、手を上げて弟子たちを祝福された（ルカ 24：50）。 

③キリストは自力で昇ったのではなく、天に上げられた。 

④父なる神によって天に上げられたという点が大切である。 

＊すべての被造物に対して権威を持つ地位に就かれたということである。 

⑤途中から雲に包まれて弟子たちの目には見えなくなった。 

⑥キリストを包んだ雲は、シャカイナグローリーである。 

⑦キリストの昇天は瞬時にではなく、ある時間をかけて起こった出来事。 

（3）天使たちの約束（白い衣を着た人がふたり） 

「ガリラヤの人たち。なぜ天を見上げて立っているのですか。あなたがたを離れて天に

上げられたこのイエスは、天に上って行かれるのをあなたがたが見たときと同じ有様で、

またおいでになります」（使１：11） 

①キリストはいつか、雲に包まれて再臨される。 

②約束されたのは、「同じ場所に」ではなく、「同じ有様で」ということである。 

＊再臨の場所は、ボツラ（今のペトラ）である（イザ 63：1）。 

 

 

 

 

Ⅲ．昇天の結果（意義） 

1．キリストの地上生涯が終わった。 

（1）父なる神のもとに帰還された。 

①ベツレヘムでの誕生から始まり、昇天で終わる。 

②キリストの地上生涯は、成功に終わった。 

＊父なる神の御心を行った。 

＊旧約聖書の預言が成就した。 
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（2）栄光の姿に戻られた。 

①地上生涯の例外は、変貌山の出来事である（マタ 17：1～9）。 

2．父なる神の右の座に着座され、新しい働きの領域に入られた。 

（1）神の右の座（権威の座） 

①使徒 2：32～36 

②エペソ 1：19～23 

③ピリピ 2：9～11 

④ヘブル 1：13 

3．聖霊の時代が到来した。 

（1）「もうひとりの助け主」（パラクレイトス）を送ると約束しておられた。 

①聖霊の派遣は、イエスが父なる神のもとに帰った後に成就する。 

②ヨハネ 14：16～18、26、15：26、16：７ 

 

（2）ペンテコステの日にその約束が成就した。 

①使徒 2：32～33 

「神はこのイエスをよみがえらせました。私たちはみな、そのことの証人です。です

から、神の右に上げられたイエスが、御父から約束された聖霊を受けて、今あなたが

たが見聞きしているこの聖霊をお注ぎになったのです」 

②復活、昇天、聖霊の降臨は、一連の出来事である。 

4．キリストは、教会の頭となられた。 

（1）キリストは、教会を生み出した。 

①信者は、五旬節の日に聖霊によってバプテスマを受け、教会が誕生した。 

②それは聖霊の業であるが、究極的には聖霊を遣わしたキリストの業である。 

＊使徒 1：5、2：33、1 コリント 12：13 

③その結果、信者は古い生活から分離され、新しい命に生きるようになった。 

＊ロ－マ 6：4～5 

 

（2）キリストは、教会に種々の賜物を与える。 

①エペソ 4：７～13 

②詩篇 68：18（既出） 

③ロマ 12：3～8、1 コリント 12：4～11 に賜物が列挙されている。 

④これらの賜物は、代表的なものであって、すべてではない。 
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5．大祭司となられた。 

（1）大祭司として、信者のために執りなしをしておられる。 

「したがって、ご自分によって神に近づく人々を、完全に救うことがおできになります。

キリストはいつも生きていて、彼らのために、とりなしをしておられるからです」（ヘ

ブ 7：25） 

①私たちがまだ気づいていない必要のためにも祈っておられる。 

②人間の弱さを思いやってくださる大祭司である。 

＊ヘブル 2：18、4：14～16 

 

（2）私たちの「先駆け」として天の幕屋に入られた。 

「この望みは、私たちのたましいのために、安全で確かな錨の役を果たし、またこの望

みは幕の内側に入るのです。イエスは私たちの先駆けとしてそこに入り、永遠にメルキ

ゼデクの位に等しい大祭司となられました」（ヘブ 6：19～20） 

①メシアはすでに天の幕屋におられる。 

②信者は、自分もまたそこに入るとの確信を持つことができる。 

6．私たちのために住まいを用意してくださる。 

（1）ヨハネ 14：1～3 

「あなたがたは心を騒がしてはなりません。神を信じ、またわたしを信じなさい。わた

しの父の家には、住まいがたくさんあります。もしなかったら、あなたがたに言ってお

いたでしょう。あなたがたのために、わたしは場所を備えに行くのです。わたしが行っ

て、あなたがたに場所を備えたら、また来て、あなたがたをわたしのもとに迎えます。

わたしのいる所に、あなたがたをもおらせるためです」 

①「わたしの父の家」とは、天国のことである。 

②そこに場所を用意するためには、父のもとに帰る必要がある。 

③今もキリストは、私たちのために場所を備える働きをしておられる。 

④用意ができたら携挙が起こる。 

⑤次のテーマは、携挙と再臨である。 

 

 

 

結 論 

1．普遍的救いの教えは、非聖書的である。 
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2．昇天の出来事から学ぶこと 

（1）聖霊のバプテスマがなければ教会は誕生しなかった。 

（2）キリストを信じなければ、聖霊によって教会にバプテスマされることはない。 

（3）つまり、未信者は教会の一員ではないし、救われてもいない。 

（4）クリスチャン生活は、大祭司に守られた生活である。 
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【MEMO】 
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使 徒 信 条  
キリストの使徒たちが伝えたこと（10） 

「子なる神（6）」 

 

― 使徒信条 ― 

我は天地の造り主、全能の父なる神を信ず。  

我はその独り子、我らの主、イエス・キリストを信ず。  

主は聖霊によりてやどり、処女マリヤより生れ、ポンテオ・ピラトのもとに苦しみを受け、十字

架につけられ、死にて葬られ、陰府にくだり、三日目に死人のうちよりよみがえり、天に昇り、

全能の父（ちち）なる神の右に座したまえり。 かしこより来たりて生ける者と死にたる者とを審

きたまわん。  

我は聖霊を信ず。  

聖なる公同の教会、聖徒の交わり、罪の赦し、身体のよみがえり、永遠の生命を信ず。  

アーメン。 

1．はじめに 

（1）使徒信条について 

①三位一体論を土台とした信仰告白である。 

②キリスト論が一番強調されている。 

③使徒信条は、使徒たちの作品ではないが、使徒たちの教えが要約されているので、使

徒信条と呼んでもよい。 

④洗礼式のために、また、異端との戦いのために必要となった。 

 

（2）子なる神について 

①キリスト教信仰の中心テーマである。 

②キリスト論が間違っていると、救済論が間違ってくる。 

＊異端の教えは、例外なしにキリスト論が間違っている。 

＊異端の教えでは、キリストは被造物である。 

2．これまでのアウトライン 

（1）処女降誕 

（2）イエスの歴史性 

（3）福音の 3 要素 

（4）イエスの死後の状態 
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（5）昇天 

（6）再臨 

＊今回は、「（6）再臨」を取り上げる。 

＊旧約聖書には、受難のしもべの預言と、栄光の王の預言がある。 

＊ユダヤ人たちは、2 人のメシアが登場すると理解していた。 

＊エルサレム入城の際、彼らはイエスを栄光の王として迎えた。 

＊受難のしもべと栄光の王は、同一のメシアである。 

＊初臨と再臨の区別が非常に重要になる。 

＊初臨に関する預言はすべて成就した。 

＊再臨に関する預言もすべて成就する。 

＊フルクテンバウム・セミナーでの質問。終末論は混乱している。 

＊これから何が起こるかを考える。 

3．今回のアウトライン 

（1）携挙 

（2）患難期 

（3）再臨 

（4）千年王国 

 

 

このメッセージは、子なる神についての 6 回目の考察である。 

 

Ⅰ．携挙 

1．定義 

（1）教会が瞬間的に天に上げられることを意味する。 

①この場合の教会とは、建物や地域教会のことではなく、普遍的教会のこと。 

②普遍的教会とは、使徒行伝 2 章（ペンテコステの日）から現在に至るまでの 

間に、イエス・キリストによって救われた真の信者の総体である。 

2．聖句 

（1）1 テサロニケ 4：13～18 

「眠った人々のことについては、兄弟たち、あなたがたに知らないでいてもらいたくあ

りません。あなたがたが他の望みのない人々のように悲しみに沈むことのないためです。

私たちはイエスが死んで復活されたことを信じています。それならば、神はまたそのよ
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うに、イエスにあって眠った人々をイエスといっしょに連れて来られるはずです。私た

ちは主のみことばのとおりに言いますが、主が再び来られるときまで生き残っている私

たちが、死んでいる人々に優先するようなことは決してありません。主は、号令と、御

使いのかしらの声と、神のラッパの響きのうちに、ご自身天から下って来られます。そ

れからキリストにある死者が、まず初めによみがえり、次に、生き残っている私たちが、

たちまち彼らといっしょに雲の中に一挙に引き上げられ、空中で主と会うのです。この

ようにして、私たちは、いつまでも主とともにいることになります。こういうわけです

から、このことばをもって互いに慰め合いなさい」（1 テサ 4：13～18） 

 

（2）1 コリント 15：50～54 

 

（3）観察 

①携挙の目的は、やがて来るべき神の裁き（患難期）から信者を救うこと。 

②携挙は、いつ起こってもおかしくない状況にある。 

③その時がいつかは誰にも分からない。 

④携挙の時には、すでに死んでいる聖徒たちが先に復活し、次に、生きている聖徒たち

が生きたまま天に上げられる。 

 

 

 

Ⅱ．患難期（あるいは大患難時代） 

1．定義 

（1）携挙の後に地上を襲う 7 年間の裁きの時をいう。 

①反キリストがイスラエルと 7 年間の契約を結んだ時点で、患難期に入る。 

2．聖句 

（1）旧約聖書ではダニエルを初めとする多くの預言者たちが、大患難時代を預言していた。 

①「【主】の日」「ヤコブの苦しみの時」といった用語が大患難時代を意味る。 

②神が地上に大患難時代を来たらせる主な目的は、イスラエルの罪と不信仰を裁くため

である。 

 

（2）黙示録 6～19 章 

①地上には反キリストと呼ばれる人物が登場し、全世界の金融や経済を支配するように
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なる（黙 13 章）。 

②患難期は 7 年間続く。 

③その最後に、ハルマゲドンの戦いが起こる。 

④イスラエルは、民族的救いを経験する。 

 

 

 

Ⅲ．再臨 

1．定義 

（1）患難期の最後に、イスラエルの民の祈りに答えてキリストが地上に来られること。 

①これは、携挙とは別の出来事である。 

 

（2）この再臨は、文字通り、栄光の御体を持ったメシアの地上再臨である。 

①キリストはハルマゲドンの戦いに勝利し、サタンとその軍勢を打ち破る。 

2．聖句 

（1）使徒 1：11 

「そして、こう言った。『ガリラヤの人たち。なぜ天を見上げて立っているのですか。

あなたがたを離れて天に上げられたこのイエスは、天に上って行かれるのをあなたがた

が見たときと同じ有様で、またおいでになります』」 

 

（2）黙示録 19：11～16 

「また、私は開かれた天を見た。見よ。白い馬がいる。それに乗った方は、『忠実また

真実』と呼ばれる方であり、義をもってさばきをし、戦いをされる。その目は燃える炎

であり、その頭には多くの王冠があって、ご自身のほかだれも知らない名が書かれてい

た。その方は血に染まった衣を着ていて、その名は『神のことば』と呼ばれた。天にあ

る軍勢はまっ白な、きよい麻布を着て、白い馬に乗って彼につき従った。この方の口か

らは諸国の民を打つために、鋭い剣が出ていた。この方は、鉄の杖をもって彼らを牧さ

れる。この方はまた、万物の支配者である神の激しい怒りの酒ぶねを踏まれる。その着

物にも、ももにも、『王の王、主の主』という名が書かれていた」 

3．携挙と再臨の区別 

（1）携挙では、信者は空中で主と会う（1 テサ 4：17）が、再臨では、信者は主とともに地

上に戻ってくる（黙 19：14）。 
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（2）携挙は、患難期の前に起こる（1 テサ 5：9、黙 3：10）が、再臨は患難期の後に起こる。 

 

（3）携挙は、信者を地上から取り除くという解放の業である（1 テサ 4：13～17、5：9）が、

再臨は、不信者を地上から取り除くという裁きの業を含む。 

①マタイ 25：31～33 には、羊と山羊の裁きが出て来る。 

②この裁きは、異邦人の裁きである。 

 

（4）携挙は、ひそかに、たちまち一瞬に起こる（1 コリ 15：50～54）が、再臨はすべての

人が見る（黙 1：7、マタ 24：29～30） 

 

（5）携挙は、いつでも起こり得るが、再臨にはいくつかの前提条件がある。 

①患難期 

②イスラエルの救い 

 

 

 

Ⅳ．千年王国（あるいはメシア的王国） 

1．定義 

（1）再臨のキリストがエルサレムにおいてダビデの王座に着座し、統治する王国のこと。 

①これは、全世界の統治である。 

②ユダヤ人たちはこれを「メシア的王国」と呼ぶ。 

③クリスチャンたちは、この統治が千年間続くので「千年王国」という。 

 

（2）メシア的王国は、エデンの園の状態の回復である。 

①文字通り千年間続くと考えるのがよい。 

2．聖句 

（1）黙示録 20：4～6 

「また私は、多くの座を見た。彼らはその上にすわった。そしてさばきを行う権威が彼

らに与えられた。また私は、イエスのあかしと神のことばとのゆえに首をはねられた人

たちのたましいと、獣やその像を拝まず、その額や手に獣の刻印を押されなかった人た

ちを見た。彼らは生き返って、キリストとともに、千年の間王となった。そのほかの死

者は、千年の終わるまでは、生き返らなかった。これが第一の復活である。この第一の

復活にあずかる者は幸いな者、聖なる者である。この人々に対しては、第二の死は、な
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んの力も持っていない。彼らは神とキリストとの祭司となり、キリストとともに、千年

の間王となる」 

 

 

 

結 論 

1．再臨（携挙）がいつ起こるか、分かるか。 

（1）2012 年 12 月 21 日説 

①ニューエイジとの関係で言われていた。 

②マヤ暦をもとにした 2012 年人類滅亡説である。 

 

（2）2011 年 5 月 21 日説 

①ハロルド・キャンピングが唱えた節である。 

②ノアの洪水を前 4990 年とし、そこから 7000 年（天地創造の 7 日間）を引くと、2011

年となった。 

 

（3）聖書は、再臨の時を計算するように教えてはいない。 

①いつでも用意ができていることが重要 

 

（4）聖書は、再臨の時を計算するための情報を提供していない。 

2．なぜ、携挙と再臨を区別する必要があるか。 

（1）もしそれが同じ出来事なら、信者は患難期を通過することになる。 

 

（2）もしそれが同じ出来事なら、再臨の時は「いつでも」ではなくなる。 

①地上再臨には、前提条件があるから。 
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使 徒 信 条  
キリストの使徒たちが伝えたこと（11） 

「聖霊なる神」 

 

― 使徒信条 ― 

我は天地の造り主、全能の父なる神を信ず。  

我はその独り子、我らの主、イエス・キリストを信ず。  

主は聖霊によりてやどり、処女マリヤより生れ、ポンテオ・ピラトのもとに苦しみを受け、十字

架につけられ、死にて葬られ、陰府にくだり、三日目に死人のうちよりよみがえり、天に昇り、

全能の父（ちち）なる神の右に座したまえり。 かしこより来たりて生ける者と死にたる者とを審

きたまわん。  

我は聖霊を信ず。  

聖なる公同の教会、聖徒の交わり、罪の赦し、身体のよみがえり、永遠の生命を信ず。  

アーメン。 

1．はじめに 

（1）使徒信条について 

①三位一体論を土台とした信仰告白である。 

②キリスト論が一番強調されている。 

③使徒たちの作品ではないが、使徒たちの教えが要約されている。 

④洗礼式のために、また、異端との戦いのために必要となった。 

 

（2）残り 2 回でこのシリーズを終える。 

①聖霊 

②聖なる公同の教会 

③聖徒の交わり 

④罪の赦し 

⑤身体のよみがえり 

⑥永遠の生命 

＊今回は、①～②を取り上げる。 

2．アウトライン 

（1）聖霊 

（2）聖なる公同の教会 
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3．結論 

（1）聖霊論のまとめ 

（2）教会論のまとめ 

 

 

このメッセージは、聖霊論と教会論についての考察である。 

 

Ⅰ．聖霊 

はじめに 

（1）今は「恵みの時代」である。 

①「恵みの時代」は、「教会時代」とほぼ同じである。 

②この時代は、聖霊が中心的に働く時代である。 

 

（2）大宣教命令の成就は、聖霊の働きなしには不可能である。 

①しかし、今日、聖霊論は混乱し意見が分かれている。 

②聖書的に聖霊論を展開することは、時代の要請である。 

1．聖霊の本質 

（1）聖霊は人格を持ったお方である（Person, Personality） 

①聖霊は、教会史の中では軽視されて来た。 

②聖霊は、自分のことを語らない（紳士である）。 

③聖霊は、聞くままを語る。 

「しかし、その方、すなわち真理の御霊が来ると、あなたがたをすべての真理に導き

入れます。御霊は自分から語るのではなく、聞くままを話し、また、やがて起ころう

としていることをあなたがたに示すからです」（ヨハ 16：13） 

④聖霊は、キリストの栄光を現す。 

「御霊はわたしの栄光を現します。わたしのものを受けて、あなたがたに知らせるか

らです」（ヨハ 16：14） 

 

（2）聖霊の人格を否定する人たちがいる。 

①聖霊とは、ある種の力を「擬人化」したものである。 

②それと同様に、サタンも悪の力を「擬人化」したものである。 

③しかし聖霊は、人格が持つ特徴を持っておられる。 

＊聖霊は、知的活動をされる。 
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＊聖霊は、感情を持っておられる。 

＊聖霊は、意志を持っておられる。 

 

（3）聖霊は神である。 

①もうひとりの助け主 

「わたしは父にお願いします。そうすれば、父はもうひとりの助け主をあなたがたに

お与えになります。その助け主がいつまでもあなたがたと、ともにおられるためにで

す」（ヨハ 14：16） 

＊「もうひとりの」は「アロス」である。 

＊これは、同じ種類（本質）の別の存在を指す。 

＊つまり、「子」と同じ神性を持っているという意味である。 

2．旧約時代における聖霊の働き 

（1）聖霊は「恵みの時代」になる前から、働いておられた。 

①天地創造における聖霊の働き 

②啓示と霊感の働き（2 ペテ 1：21） 

③反抗するイスラエルの民（使７：51） 

 

（2）新約時代との違い 

「これは、イエスを信じる者が後になってから受ける御霊のことを言われたのである。

イエスはまだ栄光を受けておられなかったので、御霊はまだ注がれていなかったからで

ある」（ヨハ７： 39） 

①まだ聖霊が注がれていなかった。 

②イエスを信じるすべての者は聖霊を受けるようになる。 

③旧約時代、聖霊の働きは、その範囲が限定されていた。 

④聖霊の内住や聖霊のバプテスマはなかった。 

⑤ペンテコステ以降、それが変化する。 

3．新約時代における聖霊の働き 

（1）遍在の神（常にこの世におられた方）が、この世に入って来られた。 

①ペンテコステの日に、それが起こった。 

②弟子たちは、それを待つように命じられた。 

③聖霊降臨がなければ、恵みの時代の幕開けはない。 

 

（2）現在の聖霊の働き 
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「しかし、わたしは真実を言います。わたしが去って行くことは、あなたがたにとって

益なのです。それは、もしわたしが去って行かなければ、助け主があなたがたのところ

に来ないからです。しかし、もし行けば、わたしは助け主をあなたがたのところに遣わ

します。その方が来ると、罪について、義について、さばきについて、世にその誤りを

認めさせます。罪についてというのは、彼らがわたしを信じないからです。また、義に

ついてとは、わたしが父のもとに行き、あなたがたがもはやわたしを見なくなるからで

す。さばきについてとは、この世を支配する者がさばかれたからです」（ヨハ 16：７～

11） 

 

①罪について 

＊ここで言う罪とは不信仰の罪である。 

＊イエス・キリストを信じないことこそ根源的な罪である。 

 

②義について 

＊義とはメシアであるイエスの義である。 

＊イエスが天に昇ったということは、この方には罪がないということ。 

＊イエスは、神の義を達成して父なる神のもとに昇られた。 

＊人は、このイエスを信じることによってのみ、義と認められる。 

 

③さばきについて 

＊それは最後のさばきのことである。 

＊この世を支配する者（サタン）はすでにさばかれた。 

＊従って、サタンに従う者はすべて最終的にさばかれる。 

 

 
 

Ⅱ．聖なる公同の教会 

1．神の教会 

（1）普遍的教会（the universal church） 

①目に見えない教会（the invisible church） 

（2）地域教会 

①目に見える教会（the visible church） 

（3）聖なる公同の教会とは、普遍的教会のことである。 
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2．教会（エクレシア）という言葉について 

（1）ギリシア語で ekklesia という。 

①「この世から呼び出された会衆」という意味になる。 

②普遍的教会の場合は、エクレシアが単数形で使われる。 

③地域教会の場合は、単数形も複数形もある。 

 

（2）エクレシアは、建物ではない。 

①「私は○○教会に行っている」と言うが、これは本来の用法ではない。 

3．普遍的教会の内容 

（1）普遍的教会には、ペンテコステ以降に救われたすべての信者が含まれている。 

①「教会に属さない信者はいるか」という質問にどう答えるか。 

②地域教会に属さない信者はいても、普遍的教会に属さない信者はいない。 

 

（2）「すべての信者」とは、ペンテコステから携挙の間に救われる信者たちである。 

①ペンテコステは、聖霊が降臨した日、つまり、教会が誕生した日である。 

②携挙によって教会は天に上げられる。 

 

（3）普遍的教会には、未信者はひとりも含まれていない。 

①地域教会には、信者と未信者がともに存在している。 

 

（4）メシアに属する教会である（メシアの私有財産である）。 

「ではわたしもあなたに言います。あなたはペテロです。わたしはこの岩の上にわたし

の教会を建てます。ハデスの門もそれには打ち勝てません」（マタ 16：18） 

①岩とは、ペテロの信仰告白であり、メシア自身である。 

②メシアが初代教会のリーダーたちを訓練された。 

③メシアが聖霊を送り、その聖霊が教会に臨在されるようになった（使 2：33）。 

④メシアが教会に霊の賜物を与えてくださった（エペ 4：8～11）。 

⑤メシアは教会の頭である（エペ１：20～23、コロ 1：18）。 

⑥メシアは教会をご自身の花嫁として整えておられる（エペ 5：25～27）。 

 

（5）普遍的教会は、イエスをメシアと信じるユダヤ人と異邦人から成っている。 

①エペソ２：11～16 

②ユダヤ人と異邦人から「新しいひとりの人」が造られた。 

③これが普遍的教会である。 
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4．普遍的教会の目的 

（1）御名をもって呼ばれる民を召すため 

「神が初めに、どのように異邦人を顧みて、その中から御名をもって呼ばれる民をお召

しになったかは、シメオンが説明したとおりです」（使 15：14） 

①異邦人の中から御名をもって呼ばれる民を召す。 

②異邦人の完成のなる時まで、異邦人伝道は続く。 

 

（2）ユダヤ人にねたみを起こさせるため（ロマ 11：11～14）。 

 

（3）神の豊かな知恵を示すため（エペ 3：10～11）。 

 

（4）神の臨在の場となるため（エペ 2：20～22）。 

 

（5）神に永遠の栄光をもたらすため（エペ 3：20～21）。 

 

 
 

結 論 

1．聖霊論のまとめ 

（1）ペンテコステの日の聖霊降臨以降、聖霊の働きは新しい段階に入った。 

（2）聖霊の働きがなければ、クリスチャン生活は不可能である。 

①聖霊の助けがなければ、イエスを救い主として信じることは不可能である。 

②聖霊の助けがなければ、霊的成長は不可能である。 

③聖霊の助けがなければ、有効な伝道は不可能である。 

2．教会論のまとめ 

（1）普遍的教会と地域教会の区別 

（2）神の視点からの発想 

①普遍的教会からの発想 

②御国の発想 

③ユダヤ人信者と異邦人信者の調和 
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使 徒 信 条  
キリストの使徒たちが伝えたこと（12） 

「聖徒の交わり」 

 

― 使徒信条 ― 

我は天地の造り主、全能の父なる神を信ず。 

我はその独り子、我らの主、イエス・キリストを信ず。 

主は聖霊によりてやどり、処女マリヤより生れ、ポンテオ・ピラトのもとに苦しみを受け、十字

架につけられ、死にて葬られ、陰府にくだり、三日目に死人のうちよりよみがえり、天に昇り、

全能の父（ちち）なる神の右に座したまえり。 かしこより来たりて生ける者と死にたる者とを審

きたまわん。 

我は聖霊を信ず。 

聖なる公同の教会、聖徒の交わり、罪の赦し、身体のよみがえり、永遠の生命を信ず。 

アーメン。 

1．はじめに 

（1）使徒信条について 

①三位一体論を土台とした信仰告白である。 

②キリスト論が一番強調されている。 

③使徒たちの作品ではないが、使徒たちの教えが要約されている。 

④洗礼式のために、また、異端との戦いのために必要となった。 

 

（2）今回は、最終回である。 

①聖霊 

②聖なる公同の教会 

③聖徒の交わり 

④罪の赦し 

⑤身体のよみがえり 

⑥永遠の生命 

＊今回は、③～⑥を取り上げる。 

2．アウトライン 

（1）聖徒の交わり 

（2）罪の赦し 
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（3）身体のよみがえり 

（4）永遠の生命 

3．結論 

（1）聖書の最初と最後と確認する。 

 

 

このメッセージは、聖徒の交わりについての考察である。 

 

Ⅰ．聖徒の交わり 

1．「交わり」とは、「communion」である。 

①何かを分かち合う行為、あるいは、状況のことである。 

②聖餐式は、「The Lord’s Supper」、「Holy Communion」という。 

③聖餐式は、パンとぶどう酒を通して、イエスの犠牲を思い出すことである。 

2．使徒信条の中の「聖徒の交わり」とは、聖餐式以上のものである。 

（1）過去、現在、未来の信者たちが、同じ祝福を共有することを意味する。 

①すべての信者は、信仰と恵みによって救われる。 

②より具体的には、「イエス・キリストにあって（in Christ）」受ける祝福を共有する。 

 

（2）私たちが他の信者と共有する祝福の例 

①罪の赦し 

②身体のよみがえり 

③永遠の生命 

 

 

 

Ⅱ．罪の赦し 

1．使徒信条（7）で詳しく説明した。 

（1）聖書が教える救いとは。 

①義認（神の怒りからの解放） 過去形の救い 

②聖化（罪の束縛からの解放） 現在進行形の救い 

③栄化（人間性の完成） 未来形の救い  
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Ⅲ．身体のよみがえり 

1．キリストの復活 

（1）歴史的事実である。 

①すべての福音書に記録されている。 

②使徒の働きにも、数回出て来る。 

③書簡にも出て来る（ロマ 1：4、1 コリ 15：12～34、ピリ 3：10、1 ペテ 1：3）。 

 

（2）初穂としての復活である。 

「しかし、今やキリストは、眠った者の初穂として死者の中からよみがえられました」

（1 コリ 15：20） 

①キリストの復活に続く無数の復活があることを示している。 

②信者の復活が起こることの保証である。 

2．第一の復活 

「この第一の復活にあずかる者は幸いな者、聖なる者である。この人々に対しては、第二の死

は、なんの力も持っていない。彼らは神とキリストとの祭司となり、キリストとともに、千年

の間王となる」（黙 20：6） 

（1）教会時代の聖徒の復活 

①教会時代の聖徒とは、教会が誕生してから（ペンテコステの日以来）、携挙が起こる

までの間に救われた聖徒たちである。 

②携挙の時、すでに死んでいる聖徒と、地上で生きている聖徒がいる。 

③すでに死んでいる聖徒は、復活の体によみがえる。 

④生きている聖徒は、死を経ないで栄光の体に変えられる。 

⑤聖句。ヨハネ 14：1～3、1 テサロニケ 4：16～17 

 

（2）旧約時代の聖徒の復活 

①携挙→大患難時代（黙 6～18）→キリストの地上再臨 

②大患難時代に多くの信者が起こされるが、そのほとんどが殉教の死を遂げる。 

③大患難時代の聖徒たちは、キリストの地上再臨の時に復活する。 

④旧約時代の聖徒たちも、この時に復活する。 

＊バプテスマのヨハネもこの中に含まれる。 

⑤聖句。ヨブ 19：25～27、イザヤ 26：19、ダニエル 12：1～2、ホセア 13：14。 

 

（3）第一の復活にあずかる者は、千年王国においてキリストとともに統治する。 
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3．第二の復活 

「それから、死とハデスとは、火の池に投げ込まれた。これが第二の死である。いのちの書に

名のしるされていない者はみな、この火の池に投げ込まれた」（黙 20：14～15） 

（1）千年王国が終わると、白い御座の裁きがある（黙 20：11～14）。 

①罪人は第二の復活を経て、その裁きを受ける。 

 

（2）第二の死とは、永遠の滅びである。 

①火の池に投げ込まれる。 

②「火の池」とは、地獄のことである。 

 

 

 

Ⅳ．永遠の生命 

1．永遠の生命の内容 

（1）ギリシア語の永遠は、「アイオニオス」である。 

①量と質を表す言葉である。 

②永遠の生命は、時間の概念に支配されていない。 

③時間の中に存在しながら、時間を超越している。 

 

（2）クリスチャンは、今、永遠の生命を体験することができる。 

「御子を信じる者は永遠のいのちを持つが、御子に聞き従わない者は、いのちを見るこ

とがなく、神の怒りがその上にとどまる」（ヨハ 3：36） 

「まことに、まことに、あなたがたに告げます。わたしのことばを聞いて、わたしを遣

わした方を信じる者は、永遠のいのちを持ち、さばきに会うことがなく、死からいのち

に移っているのです」（ヨハ 5：24） 

「まことに、まことに、あなたがたに告げます。信じる者は永遠のいのちを持ちます」

（ヨハ 6：47） 

①永遠の生命の強調点は、「今」にある。 
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結 論 

1．創世記 3：24 

「こうして、神は人を追放して、いのちの木への道を守るために、エデンの園の東に、ケルビ

ムと輪を描いて回る炎の剣を置かれた。アダムとエバは、エデンの園にあった『いのちの木』

から遠ざけられた」（創 3：24） 

（1）アダムとエバが罪を犯した結果、悲劇が起こった。 

（2）私たちも、アダムにあって罪を犯した。 

2．黙示録 22：1～2 

「御使いはまた、私に水晶のように光るいのちの水の川を見せた。それは神と小羊との御座か

ら出て、都の大通りの中央を流れていた。川の両岸には、いのちの木があって、十二種の実が

なり、毎月、実ができた。また、その木の葉は諸国の民をいやした」（黙 22：1～2） 

（1）永遠の秩序（新しいエルサレム）の情景 

（2）命の木への回復は、イエス・キリストによって与えられた。 

3．永遠の生命を得ていることをどのように確認するのか。 

（1）福音の 3 要素を信じることである。 

 

 

 

 





無断複製・転載を禁じます


	本文＿キリストの使徒たちが伝えたこと
	キリストの使徒たちが伝えたこと（1）
	Ⅰ．使徒信条の歴史
	Ⅱ．使徒信条が必要とされた理由
	Ⅲ．「信ず」という言葉について
	結 論：伝統の重要性
	キリストの使徒たちが伝えたこと（2）
	Ⅰ．人間の自由意志
	Ⅱ．人間の成長の可能性
	Ⅲ．人間とともに苦しまれる神
	結 論：信仰者の応答（詩131）
	キリストの使徒たちが伝えたこと（3）
	Ⅰ．聖書が使用する比喩的言葉
	Ⅱ．父なる神
	Ⅲ．人格を持った神
	キリストの使徒たちが伝えたこと（4）
	Ⅰ．全能なる神
	Ⅱ．創造主なる神
	結 論：
	キリストの使徒たちが伝えたこと（5）
	Ⅰ．イエス・キリスト
	Ⅱ．その独り子
	Ⅲ．我らの主
	結 論：
	キリストの使徒たちが伝えたこと（6）
	Ⅰ．キリストの受肉の告白
	Ⅱ．キリストの受肉に関する論争
	Ⅲ．キリストの受肉の目的
	まとめ
	キリストの使徒たちが伝えたこと（7）
	Ⅰ．処女降誕
	Ⅱ．イエスの歴史性
	Ⅲ．福音の3要素
	まとめ
	キリストの使徒たちが伝えたこと（8）
	Ⅰ．陰府とは何か
	Ⅱ．地獄とは何か
	Ⅲ．シオール／ハデスの現状はどうなっているか
	Ⅳ．では、イエスは死んでどこに行かれたのか
	まとめ
	キリストの使徒たちが伝えたこと（9）
	Ⅰ．昇天の預言
	Ⅱ．昇天の成就
	Ⅲ．昇天の結果（意義）
	結 論
	キリストの使徒たちが伝えたこと（10）
	Ⅰ．携挙
	Ⅱ．患難期（あるいは大患難時代）
	Ⅲ．再臨
	Ⅳ．千年王国（あるいはメシア的王国）
	結 論
	キリストの使徒たちが伝えたこと（11）
	Ⅰ．聖霊
	Ⅱ．聖なる公同の教会
	結 論
	キリストの使徒たちが伝えたこと（12）
	Ⅰ．聖徒の交わり
	Ⅱ．罪の赦し
	Ⅲ．身体のよみがえり
	Ⅳ．永遠の生命
	結 論


